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特集①　健康と福祉の祭典

 開会セレモニー（9：45～10：00）

▽ 交野高校吹奏楽部の演奏・華麗なフォークダン
ス（ふれあい広場、雨天時は1階ホール）

1階外

▽   救急車の展示見学（10：00～12：00）

▽ 薬物の怖さを知ろう！薬物乱用防止キャラバンカー

▽  人にやさしい交通安全教室（正面玄関前）（13:00～14:20）

▽ 白バイ隊との記念撮影会（13:00～14:20）

▽  障害者向け車両の展示・相談（13:00～14:20）

1階

▽機能訓練教室作品展示コーナー（作業療法室）

▽ 障害者の介護なんでも相談（障害者支援センター）

▽ お年寄りの介護相談（医療監室）

▽玄関ホールイベント
　10 :00　言語障害を個性とした語りべ「花咲き山」
　11:00　 交野高校吹奏楽部演奏会
　12:00　マジック・腹話術・南京玉すだれ
 　13:00　ミルキーウェイの元気音頭
　14:00　 交野高校吹奏楽部演奏会

2階

▽  喫茶・作業所の作品展・点訳実演（メインコーナー）

▽ 星友クラブ連合会の作品展（トレーニングルー
ム、11日から開催）

▽ ボランティアグループ糸ぐるまの作品展（ト
レーニングルーム前）

▽人形劇（親子健康教室）

▽ ビーズブレスレットづくり（プレイルーム）

▽ 医師会コーナー　各種計測〈身体測定・体脂肪・
検尿・血圧・視力〉、医師による健康相談〈内科・小
児科・外科・整形外科〉、元気はつらつ健診〈65歳
以上の人の老化チェック〉、骨密度検査〈18歳以
上、定員150人。整理券発行は①9：50②10：20
③11：00④11：30⑤13：00⑥13：30⑦14：00〉、
体力測定（健康増進センター）

11 月 13 日（日）午前 9時 45 分～午後 3時　ゆうゆうセンター

障害者とともに生き　ともに創ろう、こころと夢

～未来に向かって輪になろう～

健康福祉フェスティバル

　
「
障
害
者
と
と
も
に
生
き　

と
も
に
創
ろ
う
、
こ
こ
ろ
と
夢

〜
未
来
に
向
か
っ
て
輪
に
な
ろ

う
〜
」を
テ
ー
マ
に
、
今
年
も

健
康
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

開
催
し
ま
す
。健
康
や
福
祉
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

で
、
み
な
さ
ん
の
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

主 　

催　

交
野
市
健
康
福
祉

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

問 

い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

（
℡
８
９
３
・
６
４
０
５
）か
、

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡

８
９
５
・
１
１
８
５
）
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ふれあい広場
　今年も「ふれあい広場」と題して、各種団体の模擬
店やバザーなどをゆうゆうセンター東奥駐車場とボ
ランティアセンター前で開きます。

［模擬店やバザー］

▽  ボランティアグループ連絡会（おでん・植木市など）

▽障害児（者）親の会（あてもの・駄菓子）

▽きさべ作業所（マドレーヌ・紙製品など）

▽ いわふね作業所（たわし・タオルの自主製品など）

▽ くらじワークセンター（いか焼き・手づくり品バザー
など）

▽身体障害者福祉会（ビール・ジュースなど）

▽やわらぎ授産所（ポップコーン・焼きいもなど）

▽母子寡婦福祉会（リサイクル品バザー）

▽星友クラブ連合会（家庭用品バザー）

▽シルバー人材センター（ぜんざい・子ども用品）

▽交野自立センター（手づくり縫製品バザー）

▽ミルキーウェイ（うどん・衣類など）

▽ホーム明星（綿菓子・焼きそばなど）

▽  ケアハウスきんもくせい（いなり寿司、ベビーカステ
ラなど）

▽民生委員児童委員協議会（みたらし団子）

▽フォレスト倶楽部（パン・焼き菓子）

▽ティンクル（衣類・手づくりおもちゃなど）

▽クローバー作業所（ホットコーヒー・おにぎりなど）

▽手話「天の川」（チヂミ）

▽こどもゆうゆうセンター（衣類・日用品バザー）

3階

▽ 保健所コーナー　救急蘇生法実演・たばこやア
ルコール・HIVとAIDSと性感染症（ホール）

▽ 薬剤師会コーナー　ストレスチェック・薬膳料
理や薬膳酒の試食試飲、薬用入浴剤づくり・おり
紙あそびなど（展示活用室）

▽  朗読グループあいの紙芝居（学びの部屋）

▽  校区福祉委員会コーナー　活動紹介、いきいき
サロン（団体共用ルーム）、子育てサロン（運動療
法室）

▽  地域活動栄養士会コーナー　みそ汁の塩分測
定（やすらぎの間）

※ご家庭のみそ汁を持参してください。

▽食育推進コーナー（やすらぎの間）
※試食があります。

4階
▽  民生委員児童委員協議会啓発ビデオ「サングラス

をかけた盲導犬」など（10：30・13：00、交流ホール）

▽  子ども向けおもちゃ作りやディスコン〈ディスク
を飛ばして競い合うゲーム〉（交流ホール前）

▽ 歯科医師会コーナー〈口臭測定・歯科相談・ブ
ラッシング指導など〉（多目的ホール）

▽  ビッグバンがやってくる〈オトデアソボウ・世界
のともだち〉（多目的ホール）

▽  人権啓発コーナー（多目的ホール前）

フェスティバル開催にともなう注意事項

▽  11 月 11日（金）～14日（月）　部屋の
貸し出しが中止

▽  11月 13日（日）　部屋の貸し出しの申
し込み受け付けが中止

▽  11月 11日（金）　ゆうゆうセンター東
奥（京阪電車沿い）の駐車場は午後 5時
以降、駐車禁止

　平成元年に交野で
最初にできた知的障
害者のための作業所
です。現在はメンバー
16人と指導員７人で、
紙すきや軽作業など

の就労や日常生活の経験を積んだりしています。
　今回は、喫茶コーナーでのマドレーヌや紙
パックをリサイクルした紙すき製品を中心に
手づくり品を出品します。また、くらじワーク
センターと一緒に和太鼓の演奏も披露します。
　メンバーの一人、大門祐香さんが「作業所
の仲間や保護者、指導員の先生と一緒になっ
て、汗をかいて準備にがんばっていますので、
みなさんぜひ来てください」と意気込みを
語ってくれました。

［アトラクション］

〈特設ステージ〉

▽  ボランティアグループ矢車草の車いすダンス（12：
10～12：50）

▽  きさべ作業所とくらじワークセンターの和太鼓・妙
見星太鼓演奏と踊り（13：00～13：30）

▽フワフワエアマット（こどもゆうゆうセンター園庭）

▽フォークダンス（10：00～と13：45～）
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特集②　里山をきれいに

交野山ブロック（集結地：いきものふれあいセンター）
集合場所〈時間〉 ルート 参加地区

倉治公民館〈10:30〉
①源氏の滝～いきものふれあいセンター
② 交野カントリー管理道路～いきものふれあい
センター

倉治・浜の池

第二中学校〈9:50〉 ③ 倉治公民館で合流し、①②～いきものふれあ
いセンター 郡津・松塚・梅が枝・幾野

くろんど園地ブロック（集結地：くろんど園地キャンプ場前広場〈本部〉）
集合場所・時間 ルート 参加地区

井手之内会館〈9:50〉 ④天田神社～傍示～くろんど園地 私市

私部会館〈9:50〉 ⑤かいがけの道～傍示～くろんど園地 私部・駅前住宅・青山・行
殿・向井田・柴野

寺会館〈10:20〉 ⑥かいがけの道～傍示～くろんど園地 寺・傍示（途中合流）

天田神社〈10:20〉 ⑦傍示～くろんど園地 森・天野が原町

私市駅前〈9:50〉 ⑧金剛（月の輪）の滝～くろんど園地 私市山手

ほしだ園地ブロック（集結地：ほしだ園地わんぱく広場・管理棟横）
集合場所・時間 ルート 参加地区

妙見河原（妙見坂小学校西）
〈10:10〉 ⑨妙見川沿い～ほしだ園地 星田・南星台

私市橋東側（天野川）
〈10:20〉

⑩ 私市橋～日の出橋～星の里いわふね～ほしだ
園地 藤が尾・妙見坂

妙見東沈砂池〈10:20〉 ⑪妙見東沈砂池（星の池公園）～ほしだ園地 妙見東
どんぐりチビッコ広場
〈9:50〉 ⑫傍示川緑地～ほしだ園地 星田山手・星田西

11月 20日（日）はふる里の自然を守る清掃活動

「クリーングリーン作戦」

　

今
年
で
28
回
目
と
な
る
ク

リ
ー
ン
グ
リ
ー
ン
作
戦
は
、
11

月
20
日（
日
）に「
ご
み
捨
て
ぬ
、

心
が
育
て
る
豊
か
な
自
然
」を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
市
内
３
ブ

ロ
ッ
ク
（
交
野
山
ブ
ロ
ッ
ク
、

く
ろ
ん
ど
園
地
ブ
ロ
ッ
ク
、
ほ

し
だ
園
地
ブ
ロ
ッ
ク
）12
ル
ー

ト
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
山
地

の
清
掃
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
集
合
場
所
と
時
間
は

下
表
の
と
お
り
で
す
。参
加
す

る
人
は
、
弁
当
・
水
筒
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。ご
み
袋
や
補

食（
お
で
ん
）は
準
備
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

市
山
地
対
策
協

議
会
事
務
局（
市
民
活
動
推
進

課
内　

℡  
８
９
２・０
１
２
１
）
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私
た
ち
も
参
加
し
ま
す
「
妙
見
坂
連
合
自
治
会
」

重要文化財の特別公開

　八葉蓮華寺（傍示）のご好意
で、重要文化財「快慶作　阿弥陀
如来立像」をクリーングリーン
作戦終了後から午後 3時まで、
特別に公開（無料）していただき
ます。気軽にお越しください。

　

毎
年
、
多
く
の
市
民
の
み
な
さ

ん
や
自
治
会
、
事
業
所
な
ど
が
ク

リ
ー
ン
グ
リ
ー
ン
作
戦
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
妙
見
坂
連
合
自
治
会

（
松
谷
仁
子
会
長
）
の
役
員
の
み

な
さ
ん
に
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
や
参
加
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ 　

ま
ず
、
妙
見
坂
連
合
自
治
会

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ 　

私
た
ち
は
、
妙
見
坂
地
区
内

に
あ
る
５
つ
の
自
治
会
の
取
り

ま
と
め
を
行
っ
て
お
り
、
地
区

全
体
を
住
み
よ
い
も
の
に
し
て

い
こ
う
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

こ
れ
ま
で
の
参
加
状
況
は
。

Ａ 　

環
境
保
全
に
貢
献
す
る
大
切

な
行
事
と
考
え
、
第
1
回
目
か

ら
参
加
し
て
い
ま
す
。
昔
、
子

ど
も
と
一
緒
に
登
っ
た
と
こ
ろ

を
、今
で
は
、孫
と
一
緒
に
な
っ

て
登
っ
て
い
る
人
も
い
る
ぐ
ら

い
で
す
。

Ｑ 　

近
年
の
ご
み
の
状
況
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

Ａ 　

妙
見
坂
地
区
は
藤
が
尾
地
区

と
一
緒
に
、
私
市
橋
〜
ほ
し
だ

園
地
の
ル
ー
ト
を
担
当
し
て
い

る
の
で
す
が
、
か
な
り
減
っ
て

き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

以
前
は
、
ス
タ
ー
ト
し
て
す
ぐ

の
と
こ
ろ
を
清
掃
す
る
だ
け

で
、
30
分
以
上
か
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

Ｑ 　

今
年
は
何
人
ぐ
ら
い
が
参
加

し
ま
す
か
？

Ａ 　

１
０
０
人
ぐ
ら
い
が
参
加
す

る
予
定
で
す
。

Ｑ 　

こ
れ
か
ら
参
加
し
よ
う
と
す

る
人
に
、何
か
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

Ａ 　

ど
ん
な
こ
と
で
も
、
一
人
で

は
参
加
し
に
く
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
家
族
や
近
所
の
人
と
誘

い
合
わ
せ
て
、
ハ
イ
キ
ン
グ
気

分
で
参
加
す
る
と
、
秋
の
空
気

が
気
持
ち
が
い
い
で
す
よ
。た

く
さ
ん
の
人
の
参
加
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

クリーングリーン作戦

ルート図
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市政のうごき

困っています  ごみの不法投棄
市道森南傍示線でごみを撤去

　

10
月
14
日
（
金
）、
市
長
、
助
役

を
先
頭
に
、
環
境
部
、
都
市
整
備

部
ら
の
職
員
88
人
が
、
森
南
か
ら

傍
示
に
い
た
る
市
道
森
南
傍
示
線

１
・
７
㌔
㍍
で
、
不
法
投
棄
さ
れ

た
ご
み
の
回
収
作
業
を
行
い
、
２

㌧
ご
み
収
集
車
７
台
、
ダ
ン
プ

カ
ー
６
台
分
の
ご
み
を
収
集
し
ま

し
た
。

　

市
内
で
は
最
近
、
道
路
や
人
目

に
付
き
に
く
い
場
所
へ
の
ご
み
の

不
法
投
棄
が
増
え
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
や
冷
蔵
庫
の
家
電
製
品
が

い
っ
ぱ
い

　

不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
処
理

を
担
当
す
る
環
境
事
業
所
の
浦
勉

課
長
代
理
は
、「
山
道
や
人
目
に
付

き
に
く
い
場
所
へ
の
不
法
投
棄
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。各
地
区
か
ら

も
収
集
依
頼
が
頻
繁
に
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
都
度
、
収
集
し

て
い
ま
す
が
、
何
度
、
収
集
し
て

も
不
法
投
棄
ご
み
は
な
く
な
り
ま

せ
ん
。
収
集
し
た
ご
み
は
、
家
庭

か
ら
出
た
と
思
わ
れ
る
ご
み
が
大

半
で
、
特
に
リ
サ
イ
ク
ル
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
冷
蔵
庫
や
テ
レ

ビ
、
オ
ー
ト
バ
イ
の
車
体
フ
レ
ー

ム
、自
転
車
な
ど
が
め
だ
ち
ま
す
。

ル
ー
ル
を
守
れ
な
い
人
が
増
え
て

い
る
の
は
残
念
で
す
」
と
話
し
ま

す
。

ご
み
を
捨
て
に
く
い

環
境
づ
く
り

　

ご
み
の
不
法
投
棄
は
、
行
政
や

警
察
だ
け
が
監
視
・
取
り
締
ま
り

を
強
化
し
て
も
な
か
な
か
な
く
な

ら
な
い
難
し
い
問
題
で
す
。

　

今
後
は
、
行
政
区
や
自
治
会
、

市
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
、
ご

み
を
捨
て
に
く
い
環
境
を
作
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
私
有
地
に
不
法
投
棄
さ

れ
た
ご
み
は
、
捨
て
た
人
が
撤
去

し
な
い
場
合
は
、
土
地
管
理
者
が

片
づ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。よ

く
「
ご
み
が
ご
み
を
呼
ぶ
」
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。所
有
す
る
土

地
は
定
期
的
に
様
子
を
見
に
行
き

清
潔
に
し
て
お
く
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

不
法
投
棄
を
見
か
け
た
ら

警
察
と
市
へ
通
報
を

　

不
法
投
棄
は
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

を
見
か
け
た
と
き
に
は
警
察
へ
の

通
報
は
も
ち
ろ
ん
、
市
に
も
通
報

を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

環
境
事
業
所(

℡

８
９
２
・
２
４
７
１)
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地域福祉計画策定の取り組み
～地域の助け合いによる福祉を推進～

地
域
福
祉
計
画
と
は

　

一
人
ひ
と
り
の
尊
厳
を
重
ん

じ
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
基

本
と
し
て
、
困
っ
た
と
き
に
助

け
合
う
「
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く

り
」、
お
互
い
を
認
め
合
い
支
え

合
う「
共
に
生
き
る
社
会
づ
く
り
」

を
め
ざ
す
た
め
の
理
念
と
仕
組
み

を
つ
く
る
計
画
で
、
18
年
３
月
の

策
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
を
基
に
、
市
民
や
福

祉
関
係
の
団
体
な
ど
、
み
な
さ
ん

が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
の
中
で
「
お

互
い
に
力
を
合
わ
せ
る
」関
係
を

つ
く
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
公

的
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
の
も
と
、

「
自
助（
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自

分
で
す
る
）」「
互
助（
近
所
・
知
人
・

友
人
と
助
け
合
う
）」「
共
助（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
社
会
福
祉

法
人
な
ど
に
よ
る
支
え
）」「
公
助

（
行
政
に
よ
る
支
え
）」を
組
み
合

わ
せ
た
地
域
ぐ
る
み
の
福
祉
を
推

進
し
ま
す
。

現
在
ま
で
の
取
り
組
み
状
況

　

16
年
10
月
に
「
暮
ら
し
の
ニ
ー

ズ
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

を
行
い
、
地
域
に
住
む
人
々
の
生

活
課
題
を
調
べ
、
計
画
策
定
の
基

礎
資
料
と
し
ま
し
た
。（
結
果
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　

６
月
に
は
、
計
画
の
策
定
協
議

会
（
中
野
作
一
郎
会
長
）を
設
立

し
、
８
月
〜
９
月
に
３
回
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
（
地
域
住
民
が
参
加

す
る
座
談
会
）を
開
催
し
ま
し
た
。

の
べ
１
８
７
人
が
参
加
し
て
、
詳

し
い
生
活
課
題
の
抽
出
や
そ
れ
に

対
す
る
解
決
策
な
ど
に
つ
い
て
協

議
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
計
画
策
定

に
向
け
て
の
取
り
組
み
が
進
ん
で

い
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課
（
℡  

８
９
３
・
６
４
０
０
）

　

子
育
て
の
手
助
け
を
し
て
ほ
し

い
人
と
、
し
た
い
人
が
会
員
と
な

り
、
互
い
に
子
育
て
を
支
え
合
う

「
交
野
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業
」の
会
員
登
録
を

始
め
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業
っ
て
な
に
？

　

ま
ず
、
子
ど
も
の
面
倒
を
見
て

ほ
し
い
人
（
依
頼
会
員
）、
と
子
育

ファミリーサポートセンター
11月21日から会員登録開始
～18年 4月からサービス開始予定～

て
の
手
伝
い
を
し
た
い
人（
提
供
会

員
）を
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
ま
す
。

　

提
供
会
員
に
は
、
セ
ン
タ
ー
が

主
催
す
る
研
修
を
受
け
て
も
ら
い

ま
す
。ま
た
、
万
が
一
の
た
め
に

保
険
に
も
加
入
し
ま
す
。

　

次
に
依
頼
会
員
の
依
頼
に
よ

り
、
セ
ン
タ
ー
が
条
件
に
合
う
提

供
会
員
を
紹
介
し
、
セ
ン
タ
ー
担

当
者
が
同
席
し
て
事
前
に
顔
合
わ

せ
を
し
ま
す
。

　

双
方
の
合
意
の
も
と
、
子
育
て

の
手
助
け
を
行
う
と
い
う
、
有
償

の
相
互
援
助
活
動
で
す
。

　

援
助
を
受
け
た
依
頼
会
員
は
、

セ
ン
タ
ー
が
決
め
た
料
金
を
、
援

助
し
た
提
供
会
員
に
直
接
支
払
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

ど
ん
な
と
き
に
利
用
で
き
る
の
？

　

仕
事
と
子
育
て
を
両
立
す
る

た
め
や
育
児
疲
れ
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
、
病
院
に
通
う
と
き
や
、
買

い
物
に
行
く
と
き
に
子
ど
も
を
連

れ
て
行
け
な
い
な
ど
、
子
ど
も
を

ち
ょ
っ
と
預
け
た
い
と
思
う
と
き

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※ 

子
ど
も
を
預
か
る
場
所
は
、
原

則
と
し
て
援
助
を
提
供
す
る
会

員
の
家
庭
で
す
。

※ 

早
朝
・
深
夜
に
わ
た
る
場
合
も

あ
り
ま
す
が
、
宿
泊
は
行
い
ま

せ
ん
。

登
録
開
始
日　

11
月
21
日（
月
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

幼
児

対
策
室（
℡  
８
９
２・
０
１
２
１
）



　

ア
ウ
ト
ド
ア

電話番号案内
市役所 ℡892・0121

本
　
　
館

　 市民課、市民総合窓口担当、
国民健康保険課、税務課、
　会計室、商工観光課、総務課、
　秘書課、広聴広報課、財政課、
　 人事課、市民活動推進課、
　政策調整課、人権政策室、
　 財政健全化推進課、
　行政委員会事務局、
　議会事務局、幼児対策室

℡892・0121

別
　
館

　 防災安全課、道路河川課、
　農とみどり課、下水道課、
　廃棄物対策課、環境保全課、
　都市計画課、
　第二京阪道路対策室、
　農業委員会事務局、
　土地開発公社

℡892・0121

星田出張所 ℡891・2031
ゆうゆうセンター ℡893・6400
　 社会福祉課、福祉サービス課、
　介護保険課、社会福祉協議会 ℡893・6400

　健康増進課 ℡893・6405
こどもゆうゆうセンター ℡892・3077
ボランティアセンター ℡894・3737
環境事業所（ごみ） ℡892・2471
　粗大ごみ予約受付センター ℡891・5374
乙辺浄化センター（し尿） ℡892・2472
リサイクルセンター ℡893・8651
青年の家 ℡892・7721
　 社会教育課、青少年育成課、
　生涯スポーツ課 ℡892・7721

　 教育総務課、保健給食課 ℡810・0530
　学務課、指導課、人権教育指導室 ℡810・0522
星の里いわふね ℡893・3131
星田西体育施設 ℡893・7721
第 1児童センター ℡893・1144
いきいきランド交野 ℡894・1181
倉治図書館 ℡891・1825
教育文化会館 ℡810・6667
文化財事業団 ℡893・8111
いきものふれあいセンター ℡893・6520
消防本部・署 ℡892・0119
　 総務課、予防課、警備課 ℡892・0119
水道局 ℡891・0016
　 総務課、工務課、浄水課、
　新浄水施設整備室 ℡891・0016

水道サービス株式会社 ℡894・0105
シルバー人材センター ℡893・0430

交野市ホームページ
http://www.city.katano.osaka.jp/

　

里
山
体
験

　

里
づ
く
り

　

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
楽
園
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
、
里
山
の
下
草
刈
り

や
コ
ナ
ラ
・
ク
ヌ
ギ
の
伐
採
作
業

な
ど
の
里
山
管
理
を
体
験
し
ま
せ

ん
か
。

と 　

き　

11
月
27
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
３
時

と 

こ
ろ　

い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー

対 　

象　

18
歳
以
上
で
里
山
に
関

心
の
あ
る
人

定　

員　

先
着
20
人

参
加
費　

無
料

持 

ち
物　

雨
具
（
ビ
ニ
ー
ル
製
の

雨
ガ
ッ
パ
）・
弁
当
・
お
茶

※
作
業
道
具
は
用
意
し
ま
す
。

服 　

装　

作
業
服
・
帽
子
・
で
き

れ
ば
底
の
厚
い
靴

主 　

催　

い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー

指 　

導　

交
野
里
山
ゆ
う
ゆ
う
会

申 

し
込
み　

11
月
４
日
（
金
）
か

ら
電
話
で
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー

冬休み雪国体験教室
　スキーなどの雪国の遊び体験や山
村の暮らし体験など、楽しさいっぱい
の行事を計画しています。
　また、小学 6年生～中学 3年生はス
キー実習かスノーボード実習のどち
らかを選べますので、ふるって参加し
てください。
と 　き　12 月 25 日（日）～ 28 日
（水）、3泊 4日
ところ　富山市山田・牛岳温泉スキー場
対　象　市内在住の小学 3年生～中学 3年生
定　員　先着 80人
参加費　3万 8,000 円（バス代、宿泊費、現地用具代などを含む）
※ 別途、レンタルウエア（上・下およびゴーグル、手袋、帽子）を
希望する人は、スキー用 2,500 円、スノーボード用 3,000 円
の代金が必要です。説明会のときに徴収します。

［説明会］
と　き　12月 11日（日）午後１時～
ところ　青年の家　研修室 102
申 し込み・問い合わせ 11 月 15日（火）～ 29日（火）〈月曜日は
休館〉に参加費を添えて青少年育成課健全育成係

アウトドア
　 里山体験里づくり
　 観光ボランティアガイド養成講座
　 星のまちめぐりウオーク

スポーツ
　 グラウンドの開放中止

文　化
　 青年の家図書室の開室時間変更
　 プラネタリウムの休館

  冬休み雪国体験教室
  いきいきランドトレーニング講習会
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観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

ガ
イ
ド
養
成
講
座

　

交
野
市
星
の
ま
ち
観
光
会
議

は
、「
星
の
ま
ち
め
ぐ
り
ウ
オ
ー

ク
」
の
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
を
養
成
し
ま
す
。

と 　

き　

11
月
12
日（
土
）

集 　

合　

午
前
９
時
に
河
内
磐
船

駅（
バ
ス
停
側
）

対 　

象　

12
月
３
日
（
土
）
開
催

の
「
星
の
ま
ち
め
ぐ
り
ウ
オ
ー

ク
」
に
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
と
し
て
参
加
で
き
る
人

定　

員　

先
着
20
人

持 

ち
物　

弁
当
、
飲
み
物
、
筆
記

用
具
、
天
候
が
あ
や
し
い
と
き

は
雨
具

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

11
月

７
日（
月
）〜
10
日（
木
）に
電
話

で
同
会
議
事
務
局
（
商
工
観
光

課
内　

℡  
８
９
２
・
０
１
２
１
）

　

 

星
の
ま
ち
め
ぐ
り
ウ
オ
ー
ク

　

国
宝
の
獅
子
窟
寺
阿
弥
陀
如
来

坐
像
の
拝
観
や
昔
な
が
ら
の
街
並

み
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
付
き

で
散
策
し
ま
す
。
ま
た
、
府
民
の

森
く
ろ
ん
ど
園
地
な
ど
で
催
し
も

計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

と 　

き　

12
月
３
日
（
土
）（
小
雨

決
行
、雨
天
中
止
）

集 　

合　

午
前
９
時
に
河
内
磐
船

駅
コ 

ー
ス　

河
内
磐
船
駅

－

天
田

神
社

－

獅
子
窟
寺

－

府
民
の

森
く
ろ
ん
ど
園
地

－

八
葉
蓮

華
寺

－

天
田
神
社

※
コ
ー
ス
は
約
８
㌔
で
す
。

参  

加
費　

３
０
０
円
（
保
険
代
と

拝
観
料
な
ど
）

持
ち
物　

お
弁
当
、雨
具

※ 

歩
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※ 

３
０
０
部
限
定
で
資
料
を
配
布

し
ま
す
。

申
し
込
み　

直
接
集
合
場
所

問 

い
合
わ
せ　

交
野
市
星
の
ま
ち

観
光
会
議
事
務
局
（
商
工
観
光

課
内　

℡  
８
９
２
・
０
１
２
１
）

ス
ポ
ー
ツ

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
開
放
中
止

　

大
会
な
ど
で
使
用
す
る
た
め
、

次
の
期
間
、
私
部
公
園
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
一
般
利
用
を
中
止
し
ま
す
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽ 

12
月
９
日
（
金
）
午
後
７
時
〜

９
時

▽ 

12
月
10
日
（
土
）
午
前
９
時
〜

午
後
５
時

▽ 

12
月
17
日
（
土
）
午
前
９
時
〜

午
後
５
時

問 

い
合
わ
せ　

㈶
体
育
文
化
協
会

（
℡  
８
９
２
・
７
７
２
１
）

文　
化

　いきいきランド交野のトレーニングルームを利用
する人は、この講習会を受講してください。
とき・定員　右表
と ころ　いきいきランド交野　トレーニングルーム
対 　象　健康でトレーニングが可能な16歳以上の男女
※  18 歳未満の人は、保護者の同意署名が必要です。
受講料　500円（1回）
受 講に必要なもの　受講料、印鑑、顔写真（タテ 3
㌢×ヨコ 2.5 ㌢）、筆記用具、トレーニングシュ
ーズ（室内用）、ウエア、タオル

申 し込み　11月 16日（水）午前 9時 30分から電
話か、直接わくわくプール

※毎週火曜日（祝日のときは翌日）は休館です。
※ 65歳以上、または身体に障害のある人（特別利用）
は証明できるものを提示してください。

問 い合わせ　いきいきランド交野わくわくプール
（℡   894・1187）

開催日 時　間 定員

12　

月

日・祝 4·11·18 13:15 ～ 14:30 10 人
月 5·19

第 1部 13:15 ～ 14:30
第 2部 18:45 ～ 20:00

各部
5人

水 7·21
木 1·15
金 2·16
土 3·17

１　

月

日・祝 8·15·22·29 13:15 ～ 14:30 10 人
月 16

第 1部 13:15 ～ 14:30
第 2部 18:45 ～ 20:00

各部
5人

水 18
木 19
金 20
土 7·21

２　

月

日・祝 5·12·19·26 13:15 ～ 14:30 10 人
月 6·20

第 1部 13:15 ～ 14:30
第 2部 18:45 ～ 20:00

各部
5人

水 1·15
木 2·16
金 3·17
土 4·18

３　

月

日・祝 5·12·19·26 13:15 ～ 14:30 10 人
月 6·20

第 1部 13:15 ～ 14:30
第 2部 18:45 ～ 20:00

各部
5人

水 1·15
木 2·16
金 3·17
土 4·18

いきいきランド交野
トレーニング講習会

　

青
年
の
家
図
書
室
の

　

開
室
時
間
変
更

　

文
化
祭
開
催
の
た
め
、
11
月
４

日
（
金
）
の
閉
室
時
間
を
通
常
の

午
後
７
時
か
ら
午
後
５
時
に
変
更

し
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
１
日（
火
）〜
８
日

（
火
）
は
、
青
年
の
家
２
階
読
書
室

の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

問 

い
合
わ
せ　

倉
治
図
書
館
、
青

年
の
家
図
書
室

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
休
館

　

冬
番
組
に
入
れ
替
え
の
た
め
、

11
月
28
日
（
月
）
か
ら
12
月
4
日

（
日
）ま
で
、休
館
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

星
の
里
い
わ
ふ
ね
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文　
化

文　化
　 着物着付教室Ⅱ
 　鉄道模型に親しもう
　 成人式の新成人代表者を募集

教　育
　 交野市学校保健研究大会

人　権
　 ひとりで悩まないで
　 外国人のためのDVホットライン
　 女性の人権ホットライン

  お正月着物着付・いけ花教室
  国の教育・事業ローン
  青少年コーナー

　

着
物
着
付
教
室
Ⅱ

と 　

き　

11
月
11
日
（
金
）
〜
18

年
３
月
10
日
（
金
）
の
毎
週
金

曜
日
午
前
10
時
〜
正
午
（
全
16

回
）

と 

こ
ろ　

武
道
館　

第
１
・
２
専

修
室

定　

員　

20
人（
抽
選
）

※ 

応
募
者
が
10
人
未
満
の
場
合
は

開
講
し
ま
せ
ん
。

参 

加
費　

１
万
４
０
０
円
（
申
し

込
み
時
に
前
半
分
５
２
０
０
円

と
12
月
に
後
半
分
５
２
０
０
円
）

持 

ち
物　

も
の
さ
し
、
針
、
コ
マ

糸
（
30
番
〜
40
番
）、
は
さ
み
、

さ
ら
し（
５
㍍
）、筆
記
用
具

講 　

師　

野
田
文
代
さ
ん
、
川
勝

ひ
ろ
み
さ
ん

申 
し
込
み　

11
月
１
日
（
火
）
〜

９
日
（
水
）〈
消
印
有
効
〉
に
、

往
復
は
が
き
に
「
着
物
着
付
教

室
Ⅱ
」
と
記
入
の
上
、
①
住
所

②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
③
電
話

番
号
を
記
入
し
、
〒
５
７
６

－

０
０
５
２　

私
部
２

－

29

－
１　

体
育
文
化
協
会
「
文
化
教

室
」係

問 

い
合
わ
せ　

㈶
体
育
文
化
協
会

（
℡
８
９
２
・
７
７
２
１
）

申 し込み　11月 10日（木）～ 30日（水）〈消印有効〉までに、
往復はがきに①希望教室名②住所③氏名（ふりがな）④電
話番号を記入し、〒 576－ 0052　私部 2－ 29－ 1　体
育文化協会「文化教室」係

※ いずれの教室も、応募者が 10人未満の場合は開講しませ
ん。
問い合わせ　㈶体育文化協会（℡ 892・7721）

着物着付教室 いけ花教室
と 　き　12 月 17 日（土）・18
日（日）午前 10時～正午
ところ　武道館
対　象　市内在住・在勤の人
定　員　20人（抽選）
参加費　無料
※ 原則として 2日間の受講です
が、1日だけの受講もできます。
持ち物　着物、帯一式、小物
講 　師　野田文代さん
　　　　川勝ひろみさん

と 　き　12 月 25 日（日）午前
10時～正午

ところ　武道館
対　象　市内在住・在勤の人
定　員　20人（抽選）
参加費
　①正月盛花コース　2,500 円
　②正月若松コース　3,500 円
持ち物　はさみ、花カッパ
講　師　坂口敦甫さん

お正月着物着付・いけ花教室

　

 

鉄
道
模
型
に
親
し
も
う

in
い
き
い
き
ラ
ン
ド

と 　

き　

11
月
19
日
（
土
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ　

い
き
い
き
ラ
ン
ド
交
野

　

会
議
室
１
・
２

内 　

容　

Ｈ
Ｏ
ゲ
ー
ジ
・
Ｎ
ゲ
ー

ジ
・
プ
ラ
レ
ー
ル
の
運
転
会
、

運
転
体
験
コ
ー
ナ
ー

※ 

Ｈ
Ｏ
ゲ
ー
ジ
・
N
ゲ
ー
ジ
の
持

ち
込
み
は
不
可
。プ
ラ
レ
ー
ル

の
持
ち
込
み
は
可
能
で
す
。

参
加
費　

無
料

問 

い
合
わ
せ　

㈶
体
育
文
化
協
会

（
℡
８
９
２
・
７
７
２
１
）

　

 

成
人
式
の
新
成
人

　

代
表
者
を
募
集

　

市
は
、
成
人
式
で
新
成
人
代
表

と
し
て
「
あ
い
さ
つ
」
し
て
い
た

だ
け
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
者
に
は
全
員
に
記
念
品
を
贈

り
ま
す
。

応 

募
資
格　

市
内
在
住
で
、
昭
和

60
年
４
月
２
日
〜
昭
和
61
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
人

申 
し
込
み　

11
月
30
日
（
水
）

ま
で
に
、
あ
い
さ
つ
文
の
案

（
８
０
０
字
程
度
）
を
青
少
年

育
成
課
ま
で
持
参

※ 

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
審
査

に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

※ 

成
人
式
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
う
実
行
委
員
も

募
集
し
て
い
ま
す
。興
味
の
あ

る
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
課

国の教育・事業ローン
［教育ローン］
使 　途　入学金や授業料、家賃などの入
学時や在学中に必要な費用

対 　象　融資対象の学校に入学・在学す
る人の保護者で、世帯の年収が 990 万
円（事業所得者は 770万円）以内の人

限度額　学生 1人につき 200万円
利　率　年 1.65％（5月 10日現在）
返 済期間　10年以内（在学期間内で元金
の据え置きが可能）

［事業ローン］
使　途　事業に必要な運転資金・設備資金
限度額　4,800 万円
利　率　1.55％（9月 9日現在）
返 済期間　運転資金 5年以内、設備資金
10年以内

※ 他にも業種や資金の用途によって、特
別な貸付制度があります。

問 い合わせ　国民生活金融公庫守口支店
申込相談係（℡ 06・6993・6121）



(11)17.11.01

教　
育

　

交
野
市
学
校
保
健

　

研
究
大
会

と 　

き　

11
月
24
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
４

階　

交
流
ホ
ー
ル

内　

容

▽
研
究
発
表

　

 「
け
が
０ゼ

ロ

！
〜
元
気
で
楽
し
い

学
校
生
活
に
し
よ
う
〜
」=

私
市
小
学
校
児
童
保
健
委
員
会

▽
講　

演

　

 「
身
近
な
薬
草
と
漢
方
薬
」=

近
畿
大
学
付
属
病
院　

薬
剤
部

薬
局
長　

森
山
健
三
さ
ん

主 　

催　

交
野
市
学
校
保
健
会
・

市
教
育
委
員
会

問
い
合
わ
せ　

保
健
給
食
課

青少年コーナー
「市子連ミニソフトボール大会」

　

９
月
23
日(

祝)

、私
部
公
園
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
、
交
野
市
子
ど
も
会

育
成
連
絡
協
議
会
主
催
に
よ
る

「
第
５
回
校
区
対
抗
ミ
ニ
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

朝
早
く
か
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、元

気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち
と
応

援
の
保
護
者
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　

ミ
ニ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
は
、
15

人
の
チ
ー
ム
が
一
巡
し

て
何
人
の
選
手
が
本
塁

を
踏
む
か
で
得
点
を
競

う
競
技
で
す
。

　

私
た
ち
青
少
年
指
導

員
は
、試
合
を
円
滑
に
進

め
る
た
め
、選
手
を
所
定

の
位
置
で
、応
援
と
打
順

が
回
っ
て
く
る
ま
で
順

序
良
く
座
っ
て
待
機
さ

せ
る
役
割
を
受
け
持
っ

て
い
ま
し
た
。

　

血
気
盛
ん
な
子
ど
も

た
ち
は
、
待
機
場
所
か
ら
は
み
出

し
、
立
ち
上
が
り
、
歓
声
を
上
げ

て
応
援
し
ま
す
。一
人
が
は
み
出

す
と
、
全
員
が
は
み
出
す
。
声
を

か
け
注
意
す
る
と
「
ハ
イ
」
と
元

気
良
く
返
事
が
返
っ
て
く
る
の
で

す
が
、す
ぐ
元
に
戻
っ
て
し
ま
う
。

そ
の
繰
り
返
し
で
、
１
試
合
目
は

終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

あ
る
チ
ー
ム
の
出
来
事
で
し

た
。
１
年
生
で
１
番
バ
ッ
タ
ー
の

そ
の
子
は
内
野
ゴ
ロ
を
打
っ
た
瞬

間
、
緊
張
の
あ
ま
り
か
三
塁
方
向

に
走
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。ア
ウ

ト
に
な
り
訳
の
分
か
ら
ぬ
様
子
で

ベ
ン
チ
に
帰
っ
て
く
る
と
、
コ
ー

チ
が「
ド
ン
マ
イ
、
ド
ン
マ
イ
」と

軽
く
肩
を
た
た
い
て
出
迎
え
ま
し

た
。「
こ
っ
ち
へ
走
る
ん

だ
よ
」
コ
ー
チ
が
一
塁
方

向
を
指
差
し
て
や
さ
し

く
指
導
し
て
い
る
姿
が

あ
り
ま
し
た
。

　

２
打
席
目
、
ヒ
ッ
ト
を

打
ち
一
塁
へ
。最
後
に
は

本
塁
を
駆
け
抜
け
て
、
大

喜
び
し
て
い
る
彼
の
姿

は
、
自
信
に
満
ち
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
試
合
も
、
最
後

に
は
勝
負
が
つ
き
ま
す
。

た
だ
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成

と
は
、
勝
ち
負
け
に
こ
だ
わ
り
過

ぎ
る
こ
と
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
心
身
を
鍛
え
、
子
ど
も
た
ち

そ
れ
ぞ
れ
の
親
睦
を
図
る
こ
と
が

大
切
な
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

交
野
市
青
少
年
指
導
員
会
広
報
部

問
い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
課

人　
権

　

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

　

女
性
に
対
す
る
暴
力
に
つ
い

て
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
構
い
ま
せ

ん
。ゆ
っ
く
り
話
し
合
い
ま
せ
ん

か
。

と 　

き　

11
月
14
日
（
月
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時

と 

こ
ろ　

市
役
所
別
館
３
階　

中

会
議
室

内 　

容　

ビ
デ
オ
で
の
Ｄ
Ｖ
学
習

と
フ
リ
ー
ト
ー
ク

定　

員　

先
着
20
人

参
加
費　

無
料

主 　

催　

か
た
の
男
女
共
同
参
画

の
会

申 
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

人
権

政
策
室

　

外
国
人
の
た
め
の

　

Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

在
日
外
国
人
に
と
っ
て
、
Ｄ
Ｖ

に
つ
い
て
相
談
で
き
る
機
関
や
相

手
が
少
な
い
こ
と
が
深
刻
な
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

府
で
は
、
２
日
間
に
わ
た
り
、

日
本
語
ほ
か
７
か
国
語
に
よ
る
特

別
電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。

と 　

き　

11
月
18
日
（
金
）・
19

日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午
後
７

時
電 

話
番
号　

06
・
６
５
７
７
・
９ 

６
８
０

対 

応
言
語　

英
語
、
中
国
語
、
韓

国
・
朝
鮮
語
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
語
、

ス
ペ
イ
ン
語
、ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、

タ
イ
語

問 

い
合
わ
せ　

府
生
活
文
化
部

男
女
共
同
参
画
課
（
℡  
06
・ 

６
９
４
１
・
０
３
５
１
）

　

女
性
の
人
権

　

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
、
職
場
な
ど
で
の
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ

ー
行
為
な
ど
の
人
権
問
題
に
つ
い

て
、
専
門
の
相
談
員
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

と 　

き　

11
月
20
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
５
時

電 

話
番
号　

06
・
６
９
４
２
・
１ 

２
３
８

※ 

相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

府
人
権
擁
護
委

員
会
連
合
会
事
務
局
（
℡  
06 

・
６
９
４
２
・
１
１
９
６
）



17.11.01 (12)

人　
権

人　権
　 人権擁護委員に法務大臣表彰
　 特設人権相談

福　祉
　 愛の献血
　 知的障害児（者）相談支援センター
　 大阪ふれあい大会
　 
  人権・平和の祈り
  老人医療証の交付申請
  国民年金からのお知らせ

　

特
設
人
権
相
談

　

世
界
中
で
人
権
に
関
す
る
取
り

組
み
が
行
わ
れ
る
12
月
10
日
の

「
人
権
デ
ー
」
に
あ
わ
せ
て
、
日
本

で
は
、
毎
年
12
月
４
日
〜
10
日
を

「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
全
国
的
な

啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
人
権
擁
護
委
員
と
人
権

相
談
員
に
よ
る
特
設
人
権
相
談
所

を
開
設
し
、
家
庭
・
近
隣
関
係
や

い
じ
め
、
Ｄ
Ｖ
な
ど
、
人
権
に
関

わ
る
身
近
な
問
題
や
悩
み
の
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。相
談
内
容

の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

と　

き
・
と
こ
ろ

① 

12
月
１
日
（
木
）
午
後
２
時
〜

４
時

　人権と平和の大切さを再認識し、人権が尊ばれ
平和な社会を築く主役は、市民一人ひとりである
ことを認識するため、人権週間の記念行事を開催
します。
　みなさんの参加をお待ちしています。
と 　き　12 月 3 日（土）午後 2 時（午後 1 時 30
分開場）～４時
ところ　ゆうゆうセンター 4階　交流ホール
定　員　500人（先着順）
入場料　無料
出 演者　新川初子さん（元ひめゆり学徒隊）、沖縄
はいさい歌舞団
主 　催　市、市教育委員会、市人権啓発推進協議会、
交野事業所人権推進連絡会、市人権擁護委員会
申し込み　直接会場
問い合わせ　人権政策室

人権週間記念事業

響け！歌え！語れ！－人権・平和の祈り－「ひびけ！沖縄のこころ」

プログラム

13：30　開場

14：00　開演、開会のあいさつ、市長あいさつ

14：10　新川初子さんの講演

14：50　沖縄はいさい歌舞団による沖縄芸能

15：50　閉会

新川初子さん 沖縄はいさい歌舞団

　

人
権
擁
護
委
員
に

　

法
務
大
臣
表
彰

　

10
月
４
日
（
火
）、
市
人
権
擁
護

委
員
の
向
井
壽
一
さ
ん
が
、長
年
、

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
職
務
を
遂

行
し
て
き
た
功
績
を
認
め
ら
れ
、

法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

問
い
合
わ
せ　

人
権
政
策
室

福　
祉

　

愛
の
献
血

　

市
献
血
推
進
協
議
会
は
、
次
の

と
お
り
献
血
活
動
を
行
い
ま
す
。

と 　

き　

11
月
10
日
（
木
）
午
前

10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４

時
30
分

と
こ
ろ　

市
役
所
別
館

※ 

本
人
確
認
の
た
め
身
分
を
証
明

す
る
も
の（
免
許
証
・
保
険
証
・

学
生
証
な
ど
）
の
提
示
を
お
願

い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

② 

12
月
３
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

４
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

個
別
相
談
室

相
談
員

①
人
権
擁
護
委
員

②
人
権
相
談
員

問
い
合
わ
せ　

人
権
政
策
室



(13)17.11.01

老人医療証の交付申請
　次のいずれかに該当する人は、12 月 1日（木）から老
人医療（医療費の助成）制度の受給資格を取得することが
できますので、医療証の交付申請にお越しください。

▽ 12 月中に満 65歳になる人で
①精神保健法に該当する人（患者票所持の人）
②結核予防法に該当する人（患者票所持の人）
③特定疾患医療受給者証を持っている人
④ひとり親家庭医療制度に該当する人
※ただし、所得制限があります。

▽ 16 年 10月末現在ですでに 65歳以上 70歳未満の人で
①市民税非課税世帯
②精神保健法に該当する人（患者票所持の人）
③結核予防法に該当する人（患者票所持の人）
④特定疾患医療受給者証を持っている人
⑤ひとり親家庭医療制度に該当する人
※②～⑤に該当の人は、所得制限があります。
持 ち物　健康保険者証、それぞれ該当を証明するもの（患
者票など）

申 し込み・問い合わせ　11月 21日（月）から国民健康保
険課老人医療係

　
 

知
的
障
害
児（
者
）

　

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
「
て
ら
、サ
ポ
」

　

10
月
１
日
（
土
）
か
ら
、
て
ら

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
寺
４

－

５
９
０

－

１
）
で
、
在
宅
の
知
的

障
害
児
（
者
）、
重
症
心
身
障
害
児

（
者
）、
身
体
障
害
児（
者
）の
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
地
域
生
活

を
支
援
し
、
在
宅
障
害
児（
者
）と

そ
の
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
障
害
児
（
者
）
地
域
療
育
等

支
援
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

　

障
害
者
施
設
の
有
す
る
専
門
的

な
機
能
を
活
用
し
、
専
門
的
な
援

助
・
療
育
・
相
談
体
制
の
充
実
、

各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
援
助

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
す
で
に
市
内
で

開
所
し
て
い
る
身
体
障
害
者
対
象

の
「
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

か
た
の
」
と
、
精
神
障
害
者
対
象
の

「
精
神
障
害
者
地
域
生
活
相
談
セ
ン

タ
ー
み
の
り
」
と
で
、
す
べ
て
の
障

害
者
に
対
応
す
る
相
談
セ
ン
タ
ー

が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■ 「
て
ら
、
サ
ポ
」で
は
次
の
よ
う

な
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す

▽
出
張
相
談

　

 

毎
週
月
・
金
曜
日
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
、
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ

ー
で
、
専
門
の
相
談
員
が
相
談

を
受
け
ま
す

▽
巡
回
相
談

　

 

在
宅
障
害
児
（
者
）
の
家
庭
に
、

定
期
的
ま
た
は
随
時
訪
問
し
、

各
種
相
談
な
ど
に
応
じ
ま
す

▽
外
来
療
育
等
指
導

　

 

て
ら
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
か
、

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
の
出
張
相

談
で
、
各
種
相
談
・
援
助
を
行

い
ま
す

▽
地
域
生
活
支
援
事
業

　

 

在
宅
福
祉
を
担
当
す
る
専
門
職

員
を
配
置
し
、
家
庭
訪
問
な
ど

で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
活
用
に
か
か

る
相
談
・
調
整
や
、障
害
児（
者
）

の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育

成
、
地
域
住
民
へ
の
啓
発
活
動

な
ど
を
行
い
ま
す

▽
施
設
支
援
一
般
事
業

　

 

こ
ど
も
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
や

保
育
所
、
幼
稚
園
や
学
校
な
ど

と
の
連
携
を
深
め
、
情
報
や
技

術
の
提
供
と
共
有
化
を
図
り
、

障
害
児
（
者
）
支
援
な
ど
を
行

い
ま
す

問 

い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー
（
℡  

８
１
０
・
０
９
０
０　

℻  
８
１ 

０
・
８
８
７
８
）
か
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
課
（
℻  
８
９
１
・
６
２
４ 

１
）

　

大
阪
ふ
れ
あ
い
大
会

　

府
は
、
12
月
３
日（
土
）〜
９
日

（
金
）
の
障
害
者
週
間
の
一
環
と

し
て
、
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参

加
の
促
進
を
図
る
た
め
、
大
阪
ふ

れ
あ
い
大
会
を
開
き
ま
す
。

と 　

き　

12
月
11
日
（
日
）
午
後

１
時
〜
４
時

と 

こ
ろ　

高
槻
現
代
劇
場
（
高
槻

市
野
見
町
２

－

33
）

内 　

容　

演
奏
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ

ー
、
松
村
和
子
さ
ん
の
コ
ン
サ

ー
ト
な
ど

定　

員　

先
着
１
５
０
０
人

入
場
料　

無
料

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
か
、
フ

ァ
ク
ス
・
ｅ
メ
ー
ル
に
①
氏

名
②
参
加
希
望
人
数
③
郵
便

番
号
④
住
所
⑤
電
話
番
号
・

フ
ァ
ク
ス
番
号
を
記
入
し
、

〒
５
４
０

－

８
５
７
０ 

大

阪
府
障
害
保
健
福
祉
室
内 

大

阪
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
実
行
委
員
会
事
務
局
（
℡  

06
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１　

℻  
06
・
６
９
４
２
・
７
２
１
５

e-m
ail:shohofukushi@

s
box.pref.osaka.jp

）

問 

い
合
わ
せ　

同
実
行
委
員
会
事

務
局

国民年金からのお知らせ
　所得税法などの一部が改正され、17年分
の所得の申告から、国民年金保険料を社会保
険料控除として申告する場合に、1年間に
納付した国民年金保険料を証明する書類の
添付などが義務づけられました。このため、
社会保険庁から毎年 11 月上旬に、「社会保
険料（国民年金保険料）控除証明書」（はがき）
が送付されます。
　証明内容は、今年の 1月から 9月末日ま
でに納付された国民年金保険料額と、年内
に納付が見込まれる場合の納付見込額です。
年の途中から加入した場合、10月以降に初
めて保険料を納付する人については、翌年 2
月上旬に証明書が送付されますので、年末調
整または確定申告などの手続きをされるま
で、大切に保管してください。
問 い合わせ　枚方社会保険事務所（℡   846・
5011）



17.11.01 (14)

保
険
・
年
金

国民健康保険料
の納付

　11 月分の納期限は 11 月
30日（水）です。期限内に納
めましょう。
問い合わせ　国民健康保険課

介
護
保
険
料
の
納
付

　

11
月
分
の
普
通
徴
収
（
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
人

を
除
く
）
の
納
期
限
は
11
月
30

日
（
水
）
で
す
。
必
ず
納
期
限

内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

介
護
保
険
課

　

 

国
民
健
康
保
険
の

　

脱
退
手
続
き
を

　

以
前
に
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
お
り
、
喪
失
の
手
続
き
を

せ
ず
に
、
現
在
社
会
保
険
（
職
場

の
保
険
）
に
加
入
し
て
い
る
人
は

国
民
健
康
保
険
の
脱
退
手
続
き
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
人
は
、
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

国
民
健
康
保
険
課

環　
境

石綿障害予防規則が施行されました
　石綿による健康障害の増加が懸念されています。そのため、石綿を取り扱う全業
種を対象として「石綿障害予防規則」が施行されました。
　特に、解体工事を実施する事業主には次の石綿対策が義務づけられています。

▽解体建築物の事前調査とその作業計画作成の実施

▽石綿作業主任者の選任および作業者全員に対する特別教育の実施

▽  吹き付け石綿除去および保温材などの解体作業開始前に監督署への届け出

▽作業者に保護具（防じんマスク、保護衣など）の着用の義務づけ

▽石綿を含む建材などの解体の湿潤化

▽当該作業場所の隔離・関係者以外の立ち入り禁止措置
　また、解体工事の注文者は作業を請け負う事業者に対し解体方法・費用に対し適
切な配慮が義務づけられていますのでご注意ください。
石綿の取り扱い者を対象とした健康診断を下記の場所で実施しています

▽石綿の健康診断および治療が可能な病院（関西地区）
　関西労災病院（尼崎市稲葉荘 3－ 1－ 69　℡ 06・6416・1221）
　神戸労災病院（神戸市中央区籠池通 4－ 1－ 23　℡ 078・231・5901）
　和歌山労災病院（和歌山市古屋 435番地　℡ 073・451・3181）

▽石綿の健康診断が可能な病院（関西地区）
　大阪労災病院（堺市長曽根町 1179 － 3　℡ 072・252・3561）
問 い合わせ　北大阪労働基準監督署（枚方市東田宮 1－ 6－ 8　℡ 845・1141）
※ 石綿則の内容は安全衛生課、労災補償は労災課にお問い合わせください。

と 

こ
ろ　

枚
方
市
民
会
館
大
ホ

ー
ル
（
枚
方
市
岡
東
町
8
番

33
号
）

問 

い
合
わ
せ　

枚
方
税
務
署

（
℡
８
４
４
・
９
５
２
１
）

年
末
調
整
説
明
会

　

環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
21

　
「
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
」

を
テ
ー
マ
に
、
楽
し
い
シ
ョ
ー
や

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ

て
、
家
族
み
ん
な
で
環
境
に
つ
い

て
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。

と 　

き　

11
月
12
日
（
土
）・
13

日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
４

時（
小
雨
決
行
）

と 

こ
ろ　

万
博
記
念
公
園　

お
祭

り
広
場
ほ
か

内 　

容　

デ
ュ
ー
ク
更
家
さ
ん
に

よ
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
、
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
大
阪
農
産
物
の
展
示
・
即

売
、環
境
美
化
・
ご
み
減
量
化
・

リ
サ
イ
ク
ル
ポ
ス
タ
ー
展
、
ガ

ン
バ
大
阪
の
選
手
に
よ
る
マ
イ

バ
ッ
グ
携
帯
の
Ｐ
Ｒ
な
ど

参
加
費　

無
料

※ 

自
然
文
化
園
入
園
料
（
大
人

２
５
０
円
、小
・
中
学
生
70
円
）

は
必
要
に
な
り
ま
す
。

主 　

催　

環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

21
運
営
委
員
会

問
い
合
わ
せ　

廃
棄
物
対
策
課

保険・年金
　 国民健康保険の脱退手続きを
　 国民健康保険料の納付
　 介護保険料の納付

環　境
　 環境フェスティバル 21

くらし
　 秋の全国火災予防運動
　 まちづくりラウンドテーブル
　 検察審査会にご協力を

  年末調整説明会
  石綿障害予防規則が施行されました
  枚方警察署からのお知らせ

　

枚
方
税
務
署
で
は
、
17
年
分

年
末
調
整
の
仕
方
と
、
法
定
調

書
の
作
成
に
つ
い
て
の
説
明
会

を
開
き
ま
す
。

と 　

き　

11
月
30
日
（
水
）
午

後
2
時
〜



(15)17.11.01

く
ら
し

　

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　

11
月
9
日
（
水
）
〜
15
日
（
火
）

の
１
週
間
、
全
国
一
斉
に
秋
の
火

災
予
防
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

消
防
本
部
（
署
）
で
は
、「
あ
な

た
で
す　

火
の
あ
る
く
ら
し
の　

見
は
り
役
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

独
居
老
人
宅
な
ど
の
防
火
診
断
、

消
火
訓
練
、
防
火
対
象
物
の
立
ち

入
り
査
察
な
ど
を
行
い
ま
す
。

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

■
３
つ
の
習
慣

▽
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る

▽ 

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

枚方警察署からのお知らせ
みんなで力をあわせて　安全・安心まちづくり

自転車マナーアップ運動実施中
　府では、一人ひとりの交通ルールの遵守とマ
ナー向上を目指して、自転車マナーアップ運動
を実施し、次の３つの活動をしています。
①交通安全教育・広報
　 自転車教室、自転車大会の開催や各種広報活
動を展開します。

②交通指導取締活動
　 警察官による街頭での指導警告活動を強化し
ます。

③道路交通環境の整備
　 歩道通行可の交通規制や通行部分の明示など
により、自転車の走りやすい道路交通環境を
整備します。

犯罪被害給付制度のご案内
　犯罪被害給付制度とは、殺人や傷害など、人の生命
や身体を害する故意の犯罪行為により、不慮の死を遂
げた人の遺族や、重傷病を負ったり、傷害が残った被
害者に対し、国が給付金を支給する制度です。
　詳しい内容は、枚方警察署までご相談ください。

車内盗難被害が多発しています
　大切な愛車を守るために、次の点に注意しましょう。

▽キーを抜き、ドアをロックしましょう

▽ 車内にバッグやカーナビなど、物を置いたまま離れ
ないようにしましょう

▽ 駐車する際は、警報装置やハンドルロックなどの防
犯器具でガードするようにしましょう

問い合わせ　枚方警察署（℡   845・1234）

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
▽ 

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す

■
４
つ
の
対
策

▽ 

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

▽ 

寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用

す
る

▽ 

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
を
備
え

る
▽ 

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
予
防
課

　

ま
ち
づ
く
り

　

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

と 　

き　

11
月
27
日
（
日
）
午
後

2
時
〜

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

集
団
指
導
室

内 　

容　

テ
ー
マ
を
持
ち
寄
り
、

気
軽
に
肩
書
き
抜
き
で
、
み
ん

な
同
じ
立
場
に
立
っ
て
意
見
を

交
換
し
、
知
恵
を
出
し
合
う
井

戸
端
会
議
で
す
。ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
の
場
や
情
報
収
集
の

場
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
団
体
な
ど
の
活
動
情

報
を
提
供
す
る
場
と
し
て
、
い

ろ
い
ろ
活
用
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

 　

な
お
、
今
回
は
「
広
報
か
た

の
」
９
月
１
日
号
で
紹
介
し
た

「
か
た
の
マ
イ
ロ
ー
ド
制
度
」

に
つ
い
て
、市
道
路
河
川
課
が
、

制
度
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
活
動
推
進
課

　

検
察
審
査
会
に
ご
協
力
を

　

交
通
事
故
や
詐
欺
な
ど
の
被
害

に
あ
っ
た
の
に
、
検
察
官
が
被
疑

者
を
裁
判
に
か
け
ず
、
納
得
で
き

な
い
と
い
う
人
の
た
め
に
、
検
察

官
の
不
起
訴
処
分
が
正
し
か
っ
た

か
ど
う
か
を
審
査
す
る
検
察
審
査

会
と
い
う
機
関
が
あ
り
ま
す
。

　

検
察
審
査
会
で
は
選
挙
権
を
持

つ
人
か
ら
、
く
じ
で
選
ば
れ
た
11

人
の
審
査
員
が
審
査
に
あ
た
り
ま

す
。

　

く
じ
で
選
ば
れ
た
と
き
は
、
市

民
の
代
表
と
し
て
、
審
査
員
の
仕

事
に
、ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

大
阪
第
一
、
第
二

検
察
審
査
会
事
務
局
（
℡  
06
・ 

６
３
６
３
・
１
２
８
１
）
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歯
ッ
ピ
ー
教
室

と 　

き　

12
月
１
日
（
木
）
午
前

９
時
30
分
〜
10
時
30
分

と 
こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

親
子
健
康
教
室

対 　

象　

１
歳
前
後
の
前
歯
が
生

え
そ
ろ
っ
て
い
る
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者

定 　

員　

10
組（
予
約
制
）

費　

用　

１
０
０
円

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

11
月

15
日（
火
）か
ら
健
康
増
進
課

子
育
て

く
ら
し

消費者相談
　～突然の水漏れ！

修理トラブルにご注意～　

　問い合わせ
　商工観光課消費者相談コーナー

(℡  891・5003）

　

自
宅
の
ト
イ
レ
が
水

漏
れ
し
て
、
あ
わ
て
て

電
話
帳
を
見
て
業
者
を
呼
び
ま

し
た
。
料
金
は
現
場
を
見
な
い

と
分
か
ら
な
い
と
の
こ
と
で
し

た
。
業
者
は
到
着
後
す
ぐ
作
業

に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。

　

処
理
後
、
代
金
が
20
万
円
と

言
わ
れ
て
払
い
ま
し
た
が
、
冷

静
に
な
る
と
高
い
よ
う
に
思
い

ま
す
。　

誰
と
い
く
ら
で
契
約

す
る
か
は
、
原
則
自
由

で
す
が
、
一
般
市
場
価
格
と
か

け
離
れ
て
高
額
な
契
約
を
し
た

場
合
、
契
約
無
効
の
主
張
が
で

き
ま
す
。
し
か
し
、
業
者
が
す

ん
な
り
返
金
に
応
じ
る
ケ
ー
ス

は
少
な
い
の
が
現
実
で
す
。

　

あ
わ
て
て
契
約

す
る
と
業
者
の
ペ

ー
ス
に
乗
せ
ら
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
日
ご
ろ
か
ら
自
宅
の
止
水

栓
の
位
置
を
確
認
し
て
お
き
、

い
っ
た
ん
水
を
止
め
て
対
応
し

ま
し
ょ
う
。

　

給
水
管
の
修
理
は
水
道
局
の

指
定
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
指
定
業
者
が
わ
か

ら
な
い
場
合
は
水
道
局
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
「
台
所
シ
ン
ク
の
排
水
詰
ま

り
で
業
者
を
呼
び
、
そ
の
場

で
台
所
改
修
な
ど
を
勧
め
ら
れ

２
０
０
万
円
の
工
事
を
契
約
、

す
で
に
工
事
を
終
え
た
が
解
約

し
た
い
」
と
の
相
談
も
当
コ
ー

ナ
ー
に
寄
せ
ら
ま
し
た
。

　

排
水
管
詰
ま
り
を
除
き
、
改

修
工
事
は
消
費
者
か
ら
の
要
請

に
よ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

訪
問
販
売
に
あ
た
る
と
し
て
ク

ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
助
言
、
業

者
と
の
あ
っ
せ
ん
に
入
り
解
決

し
ま
し
た
。

ＱＡ

助
言

　

学
研
都
市
線
で
行
こ
う
！

　

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
０
５

　

片
町
線
複
線
化
促
進
期
成
同

盟
会
は
、「
学
研
都
市
線
で
行
こ

う
！
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０ 

０
５
」
の
出
品
作
品
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

募 

集
作
品　

学
研
都
市
線
を
走
る

「
列
車
」
や
沿
線
の
ま
ち
の
「
四

季
を
通
し
た
風
景
」
な
ど
、
学

研
都
市
線
に
関
す
る
も
の
を
題

材
と
し
た
も
の

申 

し
込
み　

現
像
し
た
作
品
と
必

要
事
項
を
記
入
し
た
応
募
用
紙

を
、
12
月
22
日（
木
）〈
必
着
〉ま

で
に
〒
６
１
９

－

０
２
８
６

木
津
町
大
字
木
津
小
字
南
垣
外

１
１
０

－

９　

片
町
線
複
線

化
促
進
期
成
同
盟
会
事
務
局

※ 
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
で
の
応
募
も

受
け
付
け
ま
す
。

※ 

応
募
用
紙
は
市
政
策
調
整
課

か
、
市
内
主
要
公
共
施
設
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
eb.kyoto-inet.

or.jp/org/gakensen/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

同
会
事
務
局
（
℡  

０
７
７
４
・
75
・
１
２
０
１
）か
、

市
政
策
調
整
課

　

く
ら
し
の
市
民
講
座

と 　

き　

11
月
18
日
（
金
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時

※
保
育
も
あ
り
ま
す
。

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

体
験
学
習
室

テ 

ー
マ　
「
知
ら
ず
に
入
る
と
損

す
る
医
療
保
険
」

参
加
費　

無
料

講 　

師　

大
阪
府
金
融
広
報
ア
ド

バ
イ
ザ
ー　

松
尾
保
美
さ
ん

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

11
月

１
日
（
火
）
〜
15
日
（
火
）
に
商

工
観
光
課

くらし
　 学研都市線で行こう！
　 くらしの市民講座

子育て
　 歯ッピー教室
　 離乳食講習会
　 育児教室「ぽっぽちゃん広場」
　 ミルキィベビー教室

  消費者相談
  子育て支援センター
  マタニティー教室
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～パパとママのための～

マタニティー教室

持ち物　母子健康手帳・筆記用具
申 し込み・問い合わせ　③の予約は 12 月 1日（木）から
健康増進課

　母子健康手帳の発行、妊娠の届け出はゆうゆうセン
ターで受け付けています。各種専門職員が健康や育児に関
する相談に応じています。

と　　き 内　　　　容

① 12月 7日（水）
13:00 ～ 15:40
〈自由参加〉

 「妊婦友達をつくろう」
　 ▽広げよう！地域の輪
　 ▽先輩ママ・赤ちゃんとの交流
　 ▽赤ちゃんとママのための食事

②12月14日（水） 
  9:10 ～ 12:00
〈自由参加〉

 「仲間と一緒に体験しよう」

   ▽助産師のなんでもＱ＆Ａ
　 ▽  赤ちゃんとパパ、ママの歯の教室 
　　（透明コップ、歯ブラシ代100円が必要）

③12月17日（土）
  9:10 ～ 12:00

〈予約制〉

 「もうすぐパパになる人が主役の教室」
　 ▽育児体験
　 ▽妊婦体験

子育て支援センター
いちばんぼし　くらぶ

　身近に子育てを助けてくれる人や相
談相手がいないなど、不安や負担、孤立
などを感じたことはありませんか。
　育児不安の解消や子育て支援の情報
提供など、気軽にご相談ください。
と　き

▽  来所相談　毎週火・水・木曜日午後
1時～ 4時

▽  電話相談　毎週月～金曜日午前 9時
～午後 5時
と ころ　いちばんぼし　くらぶ（星田 3
－ 10－ 8）

内 　容　子どものこと、イライラ、しつ
け、育児不安などの相談

問 い合わせ　同センター（星田保育園
内　℡   891・1793）

　

育
児
教
室

　
「
ぽ
っ
ぽ
ち
ゃ
ん
広
場
」

　

今
回
は
、「
ク
リ
ス
マ
ス
遊
び
」

を
し
ま
す
。

と　

き　

12
月
９
日（
金
）

① 

４
〜
11
か
月
児　

午
前
９
時
30

分
〜
10
時
30
分

② 

１
歳
〜
１
歳
６
か
月
児　

午
前

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

※ 

早
め
に
来
て
、
遊
び
な
が
ら
待

つ
場
所
も
あ
り
ま
す
。

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

定　

員　

①
25
組
②
20
組

※
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

　
（
初
め
て
の
人
を
優
先
し
ま
す
）

参
加
費　

無
料

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
の
往
信

　

離
乳
食
講
習
会

■
ピ
ヨ
ピ
ヨ
講
習
会

と　

き　

12
月
６
日（
火
）

①
午
後
２
時
30
分
〜

②
午
後
３
時
〜

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

対 　

象　

３
〜
６
か
月
（
17
年
６

月
〜
９
月
生
ま
れ
）
の
乳
児
を

持
つ
保
護
者

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具

申
し
込
み　

直
接
会
場

■
パ
ク
パ
ク
講
習
会

と 　

き　

11
月
18
日
（
金
）
午
後

１
時
〜
３
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

や
す
ら
ぎ
の
間

対 　

象　

６
〜
15
か
月
（
16
年
８

　

ミ
ル
キ
ィ
ベ
ビ
ー
教
室

　

無
理
な
く〝
自
分
な
り
〞の
母
乳

育
児
の
仕
方
を
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒

に
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

12
月
７
日
（
水
）
午
後

１
時
〜
３
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

内 　

容　

赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
測

定
、
保
健
師
の
育
児
相
談
、
助

産
師
が
お
っ
ぱ
い
を
見
て
授
乳

の
相
談
に
の
り
ま
す

対 　

象　

生
後
３
か
月
ま
で
の
赤

ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん

定　

員　

20
組（
予
約
制
）

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
タ
オ

ル
申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

11
月

８
日（
火
）か
ら
健
康
増
進
課

面
に
①
子
ど
も
の
氏
名
・
生
年

月
日
・
月
齢
②
電
話
番
号
③
参

加
回
数
、
復
信
面
に
①
子
ど
も

の
氏
名
②
住
所
を
記
入
し
、
11

月
21
日
（
月
）〈
消
印
有
効
〉
ま

で
に
、
〒
５
７
６

－
０
０
３
４

天
野
が
原
町
５

－

５

－

１　

健
康
増
進
課
「
ぽ
っ
ぽ
ち
ゃ
ん

広
場
12
月
」係

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

月
〜
17
年
５
月
生
ま
れ
）
の
乳

幼
児
を
持
つ
保
護
者

定　

員　

先
着
20
人

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん
２
〜

３
枚
、筆
記
用
具

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

11
月

４
日（
金
）か
ら
健
康
増
進
課

※ 

保
育
が
あ
り
ま
す
。保
育
に
必

要
な
も
の
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
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健　
康

健　康
　 動脈硬化予防教室
　 非常勤保健師募集
　 市民健康講座
　 肝炎肝がん対策啓発普及講習会
　 緊急肺がん検診
　 12 月の予防接種

  耳より健康コラム
  乳幼児の健診と相談
  1 月の集団健診

   
乳幼児の健診と相談

　子どもの発育・発達状態を確認し、心身ともに健やか
に成長されるようお手伝いします。
ところ　ゆうゆうセンター
持ち物　母子健康手帳
申し込み　直接会場
問い合わせ　健康増進課

4 か月児健診 12 月  6 日（火）13:00 ～ 14:00

　対　象　17 年 7月 11 日～ 8月 10 日生まれの乳児

1 歳 6 か月児健診 11月 15日（火）13:00～ 14:00

　対　象　16 年 4月生まれの幼児

2歳 6か月児健康スクール 11月 22日（火）13:00～ 14:00

　対　象　15 年 5月～ 6月生まれの幼児

3 歳 6 か月児健診 11 月  9 日（水）13:00 ～ 14:00

　対　象　14 年 4月生まれの幼児

育児相談 ①11月   8日（火）9:30～10:30
②11月30日（水）9:30～10:30

　 身体計測、育児、歯、栄養の相談や遊びの紹介、絵本の
読み聞かせなどを行います。
　対　象　① 0歳児　② 1歳児以上

　肝臓は沈黙の臓器といわれ、病気になっても症状が
あらわれにくいのが特徴です。
　肝がんは、C型肝炎がもとで発症することが最も多
く、肝がんの 80％に C型肝炎ウイルスの感染が見ら
れます。C型肝炎は、血液から感染し、多くが輸血や
血液製剤によるものですが、最近は入れ墨などによる
若い人の感染も問題になっています。
　症状があらわれにくいので、気付かないうちに慢性
化し、肝硬変に悪化してしまうことが多くあります。
ウイルスの検査を行い、適切な治療で、ウイルスを体
の外に出すことや、炎症を抑えて肝機能を改善するこ
とが悪化の予防になります。
　また、脂肪肝から、肝炎や肝硬変、さらには肝がん
になる場合もあり、あなどれません。
　脂肪肝は食べ過ぎや急激なダイエット、アルコール
の摂り過ぎなどでおこります。肥満の人は脂肪肝にな
りやすいので、肥満の解消で脂肪肝を改善することが
悪化の予防になります。
問い合わせ　健康増進課（kenkou@city.katano.osaka.jp）

耳より健康コラム  Vol.19
あなたの肝臓は大丈夫ですか？

　

動
脈
硬
化
予
防
教
室

　

〜
血
管
年
齢
若
返
り
の 

コ
ツ
を
教
え
ま
す
〜  

　

人
は
血
管
と
と
も
に
老
い

る

ー
と
言
わ
れ
ま
す
。動
脈
硬

化
を
抑
え
、
血
管
を
若
々
し
く
保

つ
コ
ツ
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

12
月
９
日
（
金
）
午
後

1
時
〜
３
時
45
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

３
階　

展
示
活
用
室

対 　

象　

70
歳
未
満
で
、
下
表
に

あ
て
は
ま
り
、
高
血
圧
や
高
脂

血
症
、
糖
尿
病
の
薬
を
飲
ん
で

い
な
い
人
、ま
た
は
そ
の
家
族
。

定　

員　

30
人

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

電
卓
、
健
康
手
帳
、
筆

記
用
具
、
最
近
の
血
液
検
査
の

結
果

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

11

月
15
日
（
火
）
午
前
９
時
か
ら

健
康
増
進
課

血　圧
　収縮期が 140 ～ 159mmHg
　拡張期が 90 ～ 99mmHg
総コレステロール値
　200 ～ 239mg/dl
　（50 歳以上の女性は 220 ～ 259mg/dl）
 中性脂肪
　200 ～ 299mg/dl
 ヘモグロビン A1c
　5.5 ～ 6.1％

　

市
民
健
康
講
座

と 　

き　

12
月
２
日
（
金
）
午
後

２
時
〜
４
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

展
示
活
用
室

テ 

ー
マ　
「
あ
な
た
の
肝
臓
大
丈

夫
!?
〜
あ
な
ど
れ
な
い
C
型
肝

炎
・
脂
肪
肝
〜
」

内 　

容　

C
型
肝
炎
を
中
心
に
肝

臓
病
の
予
防
と
最
新
治
療
の
説

明
会

定　

員　

40
人

参
加
費　

無
料

講 　

師　

星
ヶ
丘
厚
生
年
金
病
院

消
化
器
科
部
長　

加
知
一
友
さ
ん

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

11
月

７
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課

　

非
常
勤
保
健
師
募
集

対 　

象　

保
健
師
免
許
を
持
っ
て

い
る
人

勤 

務
時
間　

週
４
日
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

勤
務
場
所　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

　

健
康
増
進
課

募
集
人
数　

１
人

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課



(19)17.11.01

1 月の集団健診（ゆうゆうセンター実施）の募集　　　　　申し込み・問い合わせ　11 月 21日（月）から健康増進課
と　き 健（検）診名 定員 健（検）診結果 対象 · 健（検）診内容 費　用

11 日（水） 総合健診 A

各70人

結果説明会

40 歳以上の市民
　・基本健康診査
　・B型・C型肝炎ウイルス検査（血液検査）
　　①  17 年 4 月～ 18 年 3 月に 40 歳・45 歳・50 歳・55 歳・60

歳・65 歳・70 歳になる人
　　②過去に肝機能異常を指摘された人
　　③ 手術や出産時などに多量に出血し、定期的に肝機能検査を

受けたことがない人
　※ 肝機能のことで治療中の人、肝炎ウイルス検査を受けたこと

がある人は除きます。
　・胃がん検診  ・大腸がん検診  ・子宮がん（頸部）検診
　・肺がん検診　　胸部レントゲン
　　　　　　　　　喀痰検査（ハイリスク者のみ）
　・前立腺がん検診（50 歳以上の男性）
　・乳がん検診　　A : マンモグラフィー＋視触診
　　 （AかBいずれか）　　 （40 歳以上の奇数年生まれの市民）
　　　　　　　　　　 B : 視触診
　・骨粗鬆症検診
　・結核検診（胸部レントゲン）（65 歳以上の人）

800 円
1,000 円

各 500 円
400 円
500 円
1,000 円
2,000 円

400 円
1,000 円
無料

19 日（木） 総合健診 B 郵　送

☆下線の検診については、対象がありますので注意してください。
☆基本健康診査は必須で、他のがん検診などは選択できます。

19日（木） 39 歳以下の市民健診 15人 郵　送 16 歳～ 39 歳の市民　・基本健康診査 800 円

11 日（水）
19日（木）

子宮がん検診（頸部） 25 人 郵　送 20 歳以上の市民　　  ・子宮頸部細胞検査 500 円
乳がん視触診検診 10 人 検診当日 30 歳以上の市民　　  ・視触診 400 円
乳がんマンモグラフィー検診 15 人 郵　送 40 歳以上の奇数年生まれの市民  ・マンモグラフィー＋視触診 2,000 円
骨粗鬆症検診 20 人 郵　送 18 歳以上の市民　　  ・踵骨超音波骨密度測定 1,000 円
結核検診 20 人 郵　送 65 歳以上の市民　　  ・胸部レントゲン 無料

※ 費用免除：①満 70歳以上の人②生活保護世帯・市民税非課税世帯の人（健康増進課まで申し出ください。ただし、個別受診される②に該
当する人は、無料受診券を渡します）

※健（検）診の詳細は、「わが家の健康管理」をご覧ください。
※ 市内の医（病）院で受診する場合：市健康診査実施医療機関に直接予約し、受診してください。なお、市健康診査実施医療機関では、乳が
ん検診・骨粗鬆症検診・39歳以下の市民健診は実施していません。

　

12
月
の
予
防
接
種

■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

と 　

き　

12
月
１
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
〜
２
時
45
分

と
こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

対 　

象　

生
後
３
か
月
〜
６
か
月

未
満

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
（
忘
れ

た
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）

※ 

ひ
き
つ
け
を
起
こ
し
た
こ
と
の

あ
る
人
や
、
疾
患
な
ど
で
定
期

的
に
医
師
の
診
察
を
受
け
て
い

る
人
は
、
主
治
医
と
相
談
の
う

え
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
し
く
は
「
わ
が
家
の
健
康
管

理
」
と
、「
予
防
接
種
手
帳
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■ 

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種
に

つ
い
て

　

18
年
４
月
１
日
か
ら
、麻
し
ん
・

風
し
ん
予
防
接
種
が
左
図
の
と
お

り
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
１
歳
を
超
え
て
い
る
人

で
、
両
方
の
接
種
が
済
ん
で
い
な

い
人
は
、
18
年
３
月
18
日
ま
で
に

接
種
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　

２
歳
以
上
の
人
は
、
18
年
４
月

２
日
以
降
、
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

現　　行
対　象＝生後 12か月～ 7歳 6か月未満
ワクチン＝麻しん風しん単独ワクチン

18 年 4月 1日より
対　象

▽ 1 期＝生後 12か月～ 2歳未満

▽  2 期＝小学校入学の前年度
　（満 5歳～ 7歳未満）
ワクチン＝麻しん風しん混合ワクチン

　

緊
急
肺
が
ん
検
診

　

市
と
府
で
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に

よ
る
健
康
不
安
の
解
消
と
、
肺
が

ん
な
ど
の
早
期
発
見
の
た
め
に
緊

急
肺
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

と 　

き　

11
月
28
日
（
月
）
午
前

10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

内 　

容　

胸
部
Ｘ
線
検
査
、
喀
痰

細
胞
診
、
健
康
相
談
（
希
望
者

の
み
）

対 　

象　

市
内
在
住
の
40
歳
以
上

の
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
当

て
は
ま
る
人

① 

ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
事
業
所
の
元

従
業
員
、元
出
入
り
業
者

②
①
の
家
族

③ 

ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
事
業
所
周
辺

に
住
ん
で
い
る
人
（
現
在
・
過

去
問
わ
ず
）

※ 
今
年
度
、
す
で
に
職
場
や
市
民

健
診
で
、
肺
が
ん
検
診
を
受
け

た
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

11
月

１
日
（
火
）
〜
21
日
（
月
）
に
健

康
増
進
課

　

肝
炎
肝
が
ん
対
策

　

啓
発
普
及
講
習
会

と 　

き　

11
月
30
日
（
水
）
午
後

２
時
30
分
〜
５
時

と 

こ
ろ　

四
條
畷
保
健
所
２
階　

講
堂

内　

容

▽ 

講
演
「
Ｃ
型
肝
炎
患
者
の
療
養

と
最
新
治
療
に
つ
い
て
」
＝
講

師　

兵
庫
医
科
大
学
内
科
学
教

授　

西
口
修
平
さ
ん

▽ 

実
践
報
告
「
肝
炎
患
者
と
家
族

へ
の
支
援
〜
大
阪
肝
臓
友
の
会

の
活
動
〜
に
つ
い
て
」
＝
講
師

　

大
阪
肝
臓
友
の
会　

西
村
慎

太
郎
さ
ん

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

四

條
畷
保
健
所
企
画
調
整
課
（
℡  

８
７
８
・
１
０
２
１
）
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お
年
寄
り
を
介
護
し
て

い
る
人
た
ち
が
勉
強
会
な
ど

を
通
じ
て
支
え
合
う
「
交
野

市
老
人
介
護
者
（
家
族
）
の

会
」
は
、
毎
月
第
４
火
曜
日

に
、
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
で

定
例
会
を
開
い
て
、
情
報
交

換
や
交
流
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。

　

９
月
27
日
（
火
）、
定
例

会
に
お
邪
魔
し
て
、
会
長
の
勝
井
和
代
さ

ん
に
会
の
内
容
や
活
動
に
つ
い
て
聞
き
ま
し

た
。

Ｑ 　

会
を
始
め
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

Ａ 　

在
宅
介
護
は
家
族
に
と
っ
て
は
大
変
な

負
担
で
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
解
決
す
る

に
は
個
人
の
力
で
は
無
理
な
ん
で
す
。
一

人
で
悩
ま
な
い
で
、
何
で
も
話
し
合
い
助

け
合
え
る
会
が
欲
し

い
な
と
思
っ
て
い
た

時
に
、
お
隣
の
枚
方

市
や
大
阪
府
内
で
次
々

に
家
族
の
会
が
で
き
ま

し
て
、
交
野
で
も
そ
ん

な
思
い
を
持
つ
人
が
集

ま
っ
て
、
平
成
６
年
11

月
に
結
成
し
ま
し
た
。

Ｑ 　

い
ま
は
何
人
ぐ
ら
い

で
活
動
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ 　

50
人
か
ら
60
人
く
ら
い
で
す
。

Ｑ 　

活
動
の
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い
。

Ａ 　

今
日
は
介
護
保
険
に
つ
い
て
勉
強
し
ま

し
た
が
、
保
険
だ
け
に
限
っ
て
も
、
み
ん

な
一
人
で
は
解
決
で
き
な
い
、
い
ろ
ん
な

疑
問
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る
ん
で
す
。

　

 　

会
で
は
、
介
護
に
役
立
つ
勉
強
会
や
懇

談
会
、施
設
見
学
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

懇
談
会
で
は
各
自

が
経
験
し
た
こ
と

や
、
悩
ん
だ
こ
と
、

介
護
の
方
法
な
ど

に
つ
い
て
披
露
し

合
い
ま
す
。
お
む

つ
の
共
同
購
入
や
、

ふ
と
ん
の
丸
洗
い

な
ど
を
会
員
価
格

で
提
供
し
て
、
経

済
的
な
負
担
を
少

し
で
も
軽
減
で
き

る
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
定
例
会
に
参

加
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
会
報
を
発
行

し
た
り
、電
話
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

Ｑ 　

会
を
続
け
て
き
て
、
ど
ん
な
思
い
を

持
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ 　

本
音
を
言
う
と
、
介
護
が
終
わ
っ
た
か

ら
会
か
ら
離
れ
よ
う
か

な
と
い
う
気
持
ち
も
あ

り
ま
す
。
そ
う
い
う
人

は
会
に
何
人
も
い
る
と

思
い
ま
す
。
で
も
、
少

し
で
も
悩
み
を
共
有

し
て
あ
げ
た
い
と
い
う

気
持
ち
で
続
け
て
い
ま

す
。

Ｑ 　

最
後
に
、
今
後
の
抱

負
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

Ａ 　

介
護
は
一
度
は
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
道
で
す
。
今
は
元
気
で
も
人
間
、
明
日

の
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
今
、
在
宅
介

護
を
し
て
い
る
人
、
お
年
寄
り
と
生
活
し

て
い
る
人
、
施
設
介
護
で
苦
労
し
て
い
る

人
に
、
一
人
で
も
多
く
参
加
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
と
も
に
悩
み
、
苦
し
み
も
楽
し

さ
も
分
か
ち
合
っ
て
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め

ず
、
会
員
同
士
が
助
け
合
い
、
心
身
と
も

に
元
気
で
毎
日
が
送
れ
る
よ
う
な
会
で
あ

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

 　

こ
ん
な
会
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
え

る
会
に
し
た
い
で
す
ね
。

問 

い
合
わ
せ　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
課
（
℡  

８
９
３
・
６
４
０
０
）

街
か
ど
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

交
野
市
老
人
介
護
者
（
家
族
）
の
会

介
護
は
一
人
で
悩
ま
な
い
で Vol.16

会長の勝井さん

介護保険の勉強会

在宅介護をする、同会の大西さん



(21)17.11.01

市民Ｑ＆Ａ　　は～い！こちらは広報です 今回のテーマ「いきいきランド」

  

暑
か
っ
た
夏
が
う
そ
の
よ
う
に
、
さ
わ

や
か
な
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

  

今
も
雨
が
降
ら
な
い
日
は
、
自
転
車
や

徒
歩
で
通
勤
を
続
け
て
い
ま
す
。一
年
で

こ
の
時
期
が
一
番
気
持
ち
良
く
、
キ
ン
モ

ク
セ
イ
や
サ
ザ
ン
カ
の
香
り
と
と
も
に
毎

日
交
野
の
自
然
を
た
ん
能
し
て
い
ま
す
。

  

さ
て
、市
で
は
、来
年
度
に
向
け
て
の
予

算
編
成
の
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。厳
し

い
財
政
状
況
の
中
で
、
み
な
さ
ん
の
要
望

や
期
待
に
応
え
る
施
策
を
進
め
る
た
め
、

各
課
が
工
夫
を
凝
ら
し
、
が
ん
ば
っ
て
く

れ
て
い
ま
す
。ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

中
で
も
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
に
対
す

る
取
り
組
み
は
重
要
な
課
題
で
す
。

　

こ
の
件
で
は
、
各
学
校
へ
の
オ
ー
ト
ロ

ッ
ク
・
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
設
置
、
警

備
員
配
置
、
防
犯
ブ
ザ
ー
配
布
な
ど
の
施

策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、先
日
も
近
隣
５
市
の
市
長
と「
未

来
を
担
う
子
ど
も
の
安
全
」
を
テ
ー
マ
に

意
見
交
換
し
、
施
設
の
整
備
と
と
も
に
、

子
ど
も
見
守
り
隊
な
ど
地
域
の
み
な
さ
ん

と
協
力
し
た
取
り
組
み
の
大
切
さ
を
再
確

認
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
10
月
に
は
、
各
分
野
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
に
参
加
い
た
だ

き
、
大
所
高
所
か
ら
こ
れ
か
ら
の
市
教
育

の
あ
り
方
を
考
え
て
い
た
だ
く
教
育
懇
話

会
「
交
野
の
教
育
の
未
来
を
語
る
会
」
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
大
き
く

羽
ば
た
け
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
、「
子
育

て
」「
子
育
ち
」
を
支
援
で
き
る
体
制
作
り

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
一
日
ご
と
に
寒
く
な
り
ま

す
。お
体
に
ご
留
意
さ
れ
ご
活
躍
く
だ
さ

る
よ
う
お
祈
り
し
ま
す
。

さいくる
とーく

　　中田仁公

其の16

市長の

Ｑ 　

ダ
イ
エ
ッ
ト
の
た
め
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
始
め
よ
う
と
思
う
の
で
す
が
、
い

き
い
き
ラ
ン
ド
交
野
で
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
か
？

Ｓ
さ
ん

Ａ 　

い
き
い
き
ラ
ン
ド
交
野
で
は
、
個
人

で
使
用
で
き
る
主
な
も
の
に
、
次
の
設

備
が
あ
り
ま
す
。

▽
わ
く
わ
く
プ
ー
ル（
市
民
プ
ー
ル
）

　

 　

25
㍍
全
８
コ
ー
ス
の
プ
ー
ル
で
、
歩

行
者
・
初
級
・
中
級
・
上
級
用
の
コ
ー

ス
に
分
か
れ
て
お
り
、
自
分
に
あ
っ
た

コ
ー
ス
で
自
由
に
遊
泳
で
き
ま
す
。ま

た
、
定
期
的
に
ス
イ
ミ
ン
グ
教
室
な
ど

も
開
い
て
い
ま
す
。

　

 　

利
用
料
金
は
１
回（
２
時
間
）５
０
０

円
で
す
。

▽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

　

 　

マ
シ
ン
な
ど
を
使
用
し
て
、
有
酸
素

運
動
や
筋
力
ア
ッ
プ
、
ス
タ
ジ
オ
で
の

ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が

で
き
ま
す
。

　

 　

利
用
に
は
、
事
前
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

マ
シ
ン
の
操
作
方
法
や
運
動
効
果
な
ど

の
説
明
を
行
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

の
受
講
が
必
要
で
す
。（
詳
し
く
は
、
今

月
号
の
９
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

 　

利
用
料
金
は
１
回（
２
時
間
）６
０
０

円
で
す
。

　

 　

利
用
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜

午
後
８
時
30
分
（
日
曜
日
・
祝
日
は
午

後
５
時
ま
で
）
で
、
休
館
日
は
火
曜
日

と
年
末
年
始
で
す
。

　

 　

詳
し
く
は
電
話
・
ｅ
メ
ー
ル
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
 　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、長
期
間
継
続
さ
せ

て
こ
そ
、
効
果
が
あ
が
り
ま
す
。最
初
は

軽
い
運
動
か
ら
始
め
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

い 

き
い
き
ラ
ン
ド
交
野
（
℡  
８
９
４ 

・
１ 

１
８
１　

e-m
ail:ikiiki@

city.kata
no.osaka.jp

）

みなさんの疑問や
ご意見をお寄せください

　このコーナーは、市民のみなさ
んが市役所の仕事や手続きなどで、
日ごろから疑問に思っていること
を質問していただき、お答えする
コーナーです。
　はがきや封書、ファクス、メー
ルに住所、氏名、電話番号を必ず
記入して、広聴広報課へお寄せく
ださい。
送付先　
　 〒576－8501　交野市役所広聴
広報課「は～い！こちらは広報で
す」係

　℻   891・5046
　e-mail:kouhou@city.katano.osaka.jp
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校区対抗ソフトボール大会
　9月23日（祝）、私部公園グラウンドで、市子ども会育成
連絡協議会主催の第5回校区対抗ソフトボール大会が開
催され、市内の小学1～3年生の低学年組6チームと小学
4～6年生の高学年組チームに分かれて熱戦を繰り広げま
した。
　残暑も厳しいなか、約100人の児童の真剣なプレーや珍
プレーに、保護者や兄弟姉妹たち数100人の声援も交えな
がら、楽しい一日を過ごしていました。

AA L BB U M
あ る ば む

身近な生活を考えよう
　9月20日（火）・21日（水）、青年の家1階ロビーで市
消費生活問題研究会主催の消費生活展が開かれました。
　生ごみの減量を考える実践パネルや、ごみ収集の実
態を紹介する写真パネルの展示のほか、体温計・ヘルス
メーター・キッチンスケールの無料検査もあり、展示を
見たあとに、再度、自宅から体温計を持って訪れる人も
いました。

第13回京阪奈北近隣都市サミット
　10月11日（火）、交野市・寝屋川市・枚方市・八幡
市・京田辺市・生駒市の6市の市長が集まり、自治体
が抱える問題について話し合う、「京阪奈北近隣都
市サミット」が、生駒市の北コミュニティセンター
ISTAはばたきで開かれました。
　今回は、「未来を担うこどもの安全対策について」
をテーマに、各市の取り組みや課題について意見交
換が行われ、6市が連携できるように情報交換の場
を設けることで意見がまとまりました。

あなたもできる救命処置
　9月10日（土）、ゆうゆうセンターで、市民40人が参
加して救命処置の講習会が行われました。
　講師に、交野病院外科医の栗本修次さんを迎え、「救
える命を救うために、あなたにもできる現場での救命
処置」のスライドや、人体模型を使っての実習、心肺蘇
生法とAED（自動体外除細動器）の実地訓練などを学
びました。
　なお、現在AEDは、ゆうゆうセンター 1階ロビーに
設置されています。
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寿

AA L BB U M

長寿にお祝い
　10月3日（月）、中田仁公市長が市内の99歳以上
の高齢者の家庭や老人ホームなどを訪問し、岡村と
よさん（99歳、青山、写真右）と川村マサさん（99歳、
星田）、宮上愛子さん（100歳、星田）の長寿を祝って
記念品を贈呈しました。
　「来年も来ますので、もっともっと長生きしてくだ
さい」との言葉に、岡村さんは「うれしい限りです」と
感激していました。
　なお市内には、99歳以上のお年寄りが12人暮ら
し、元気に第2、第3の人生を楽しんでいます。

初めての手話
　9月9日（金）、青年の家で、手話講座（全10回）が開
かれました。
　受講生は15人、「初めてだけど、前から興味はあった
ので」「近所の聴力障害のある人とお話してみたい」な
ど、動機はさまざま。市聴力障害者協会と、手話サーク
ル「さつき」のスタッフ10人あまりが、手話の手ほどき
をしました。
　この日は、耳のしくみや聴覚に障害のある人とのコ
ミュニケーションなどを勉強しました。全10回の講座
修了時には、簡単な日常会話ができるまでになるそう
です。

アフガニスタンの女性と子ども
　9月14日（水）、ゆうゆうセンターで市と市女性と
文化の集いが主催して、「アフガニスタンの女性と
子ども」をテーマに講演会が開かれ、約30人の人た
ちが参加しました。
　宝塚アフガニスタン友好協会代表（TAFA）の西垣
敬子さんが、地雷で右足をなくした少女に奈良県の
義足製作会社と共同で義足を作ったことなどをス
ライドを使って紹介しました。
　参加した人たちは、アフガニスタンが抱える問題
を知り、あらためて人権の大切さを学びました。

大
会
結
果

第
26
回
市
長
杯
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　

９
月
４
日
（
日
）、
私
部
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
で
、
70
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。上

位
の
成
績
は
左
記
の
と
お
り
。敬
称
略
。

▽
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス

①
飯
塚
裕
之（
私
市
）、村
田
敏
宣（
門
真
市
）

②
湊
和
義（
枚
方
市
）、高
木
正
弘（
京
都
市
）

▽
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス

①
粟
津
彩（
創
価
）、仲
子
紗
代（
創
価
）

②
西
紀
久
子（
幾
野
）、河
野
優
子（
妙
見
坂
）

第
27
回
市
長
杯
争
奪
テ
ニ
ス
大
会（
硬
式
）

　

９
月
11
日（
日
）、私
部
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

で
、
１
３
０
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

上
位
の
成
績
は
左
記
の
と
お
り
。敬
称
略
。

▽
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス

①
川
村
優
一（
幾
野
）、中
村
泰
久（
四
條
畷
市
）

②
堀
祐
輔（
枚
方
市
）、大
島
克
弘（
私
部
西
）

▽
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス

①
丹
正
淳
子（
妙
見
坂
）、白
石
弥
生（
倉
治
）

②
小
坂
真
由
美（
幾
野
）、平
井
幸
子（
幾
野
）

▽
壮
年
男
子
ダ
ブ
ル
ス

①
松
井
宏（
神
宮
寺
）、新
井
宏
忠（
生
駒
市
）

②
河
野
喬（
森
南
）、鶴
田
正（
星
田
）

▽
ミ
ッ
ク
ス

①
米
丸
健（
星
田
）、米
丸
真
理
子（
星
田
）

②
村
田
都
博（
南
星
台
）、窪
村
あ
け
み（
幾
野
）
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『願文と仏像が語る廃小松寺』
　

今
回
は
、「
廃
小
松
寺
」
を
語

る
史
料
と
し
て
、
京
都
の
広
隆
寺

に
あ
る
「
勝
し
ょ
う
ま
ん
き
ょ
う

鬘
経
」
と
星
田
の
星

田
寺
に
あ
る
十
一
面
観
音
立
像
を

紹
介
し
ま
す
。

廃
小
松
寺

　

小
松
寺
は
、
交
野
市
と
四
條
畷

市
と
の
境
の
山
間
部
に
あ
っ
た
山

岳
寺
院
で
、
江
戸
時
代
に
廃
寺
と

な
り
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
つ
く
ら
れ
た

「
続
ぞ
く
ぐ
ん
し
ょ
る
い
じ
ゅ
う

群
書
類
従
」に
載
っ
て
い
る「
小

松
寺
縁
起
」
に
よ
れ
ば
、
建
て
ら

れ
た
の
は
、和
銅
５
年
（
７
１
２
）

の
こ
と
で
、
そ
の
後
、
何
度
か
荒

廃
と
復
興
を
経
て
、
平
安
時
代
末

期
に
は
、そ
の
敷
地
は
東
32
町（
約

３
・
５
㌔
）、
南
29
町
（
約
３
・
２

㌔
）、
西
14
町
（
約
１
・
５
㌔
）、

北
23
町
（
約
２
・
５
㌔
）
と
い
う

広
大
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　

小
松
寺
は
、
平
安
時
代
後
期
に

は
大
き
な
勢
力
を
誇
っ
た
こ
と
を

裏
付
け
る
史
料
が
い
く
つ
か
あ
り

ま
す
。
ひ
と
つ
は
「
中
右
記
」
に

載
っ
て
い
る
記
事
で
、
永
長
元
年

（
１
０
９
６
）
に
大
地
震
が
あ
り
、

河
内
小
松
寺
の
毘
沙
門
堂
が
倒
壊

し
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

「
日
本
地
震
被
害
総
覧
」
に
も
、

康
和
元
年
（
１
０
９
９
）
に
大
地

震
が
あ
り
、
小
松
寺
の
講
堂
が
倒

壊
し
た
と
載
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
記
事
に
載
る
ほ
ど
、
小
松
寺

が
大
き
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。

勝
し
ょ
う
ま
ん
き
ょ
う

鬘
経

　

小
松
寺
に
つ
い
て
、
国
宝
の
弥

勒
菩
薩
像
で
有
名
な
京
都
の
広
隆

寺
に
は
、
さ
ら
に
重
要
な
史
料
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

広
隆
寺
上
宮
王
院
の
本
尊
で
あ

る
聖
徳
太
子
像
は
、
歴
代
の
天
皇

が
即
位
式
の
時
に
着
た
御ご
ほ
う袍
と
同

じ
も
の
を
、
そ
の
一
代
を
通
じ
て

着
用
す
る
こ
と
を
恒
例
と
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
天
皇
に
な
ら
な

か
っ
た
聖
徳
太
子
の
魂
を
慰
め
る

も
の
で
、
そ
の
体
内
に
納
め
ら
れ

て
い
る
願
文
「
勝
鬘
経
」
に
、「
交

野
郡
小
松
寺
」
の
名
前
が
あ
り
ま

す
。

　

ほ
か
に
も
、「
法
華
経
普
門
品
」

に
も
、「
小
松
寺
住
僧
兼
仁
」
の

名
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

勝
鬘
経
に
あ
る
元
永
３
年
と
は

西
暦
１
１
２
０
年
で
、
こ
の
時
期

に
も
、
小
松
寺
は
大
き
な
力
を
持

っ
た
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。

勝　鬘　経

京都大学学術出版会
「調査報告　広隆寺上宮王院聖徳太子像」より抜粋
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星
田
寺
十
一
面
観
音
立
像

　

現
在
、
星
田
寺
に
あ
る
市
指
定

文
化
財
の
十
一
面
観
音
立
像
は
、

も
と
は
小
松
寺
の
根
本
草
堂
に
あ

っ
た
仏
像
で
、
小
松
寺
が
廃
寺
に

な
っ
た
時
に
、
星
田
寺
に
移
さ
れ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

仏
像
は
平
安
時
代
後
期
の
作

で
、
小
松
寺
が
も
っ
と
も
繁
栄
し

た
時
代
に
作
ら
れ
て
お
り
、
史
料

の
よ
う
に
文
字
で
は
記
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
そ
の
盛
衰
を
見
守
っ

て
こ
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

小
松
寺
が
廃
寺
に
な
っ
た
時
期

に
つ
い
て
「
交
野
町
史
」
で
は
、

元
禄
16
年
（
１
７
０
３
）
と
し
て

い
ま
し
た
が
、
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
に
あ
る
史
料
に
よ
る
と
、
遅

く
て
も
貞
享
３
年
（
１
６
８
６
）

に
は
廃
寺
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

　

十
一
面
観
音
立
像
は
、
下
記
の

市
指
定
文
化
財
一
般
公
開
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

勝
鬘
経
奥
書
の
内
容

　

元
永
三
年
庚
子
四
月
一
日

辛
未
の
戌
の
時
（
午
後
10
時
）

を
も
っ
て
奉
書
始
め
る
。

　

同
三
日
癸
酉
の
申
の
時

（
午
後
４
時
）
に
広
隆
寺
西

門
堂
巽
の
間
に
お
い
て
写
経

し
終
わ
る
。

　

執
筆
は
、
河
内
国
交
野
郡

小
松
寺
住
僧
兼
仁
な
り
。

願
主
は
僧
定
海
（
後
略
）

市指定文化財の一般公開
　市内の市指定文化財を、所有者や管理者のご協力により、一般公開します。
と　き　11月 20日（日）午前 10時～午後３時
公開文化財・ところ

▽十一面観音立像（星田寺）＝星田 2－ 6－ 7

▽薬師如来立像、千体仏（薬師寺）＝星田 1－ 21－ 12

▽聖観音立像、如意輪観音坐像（廃千手寺）＝私市 3－ 14－ 1

▽倉治古墳群出土遺物（教育文化会館）＝倉治 6－ 9－ 21
※倉治古墳群出土遺物は、関西電力枚方変電所に保管されていましたが、市に移管されました。
申し込み・問い合わせ　文化財事業団
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私
が
こ
の
本
を
読
も
う
、
と
思
っ
た

の
は
す
ご
く
単
純
な
事
で
し
た
。で
も
、

こ
の
本
一
冊
を
読
み
お
え
た
今
、
こ
の

本
、
亜
也
ち
ゃ
ん
と
出
会
え
て
本
当
に

良
か
っ
た
と
心
の
底
か
ら
思
っ
て
い
ま

す
。

　

私
は
、
亜
也
ち
ゃ
ん
は
世
界
一
と
言

っ
て
よ
い
ほ
ど
強
い
人
間
だ
と
思
い
ま

す
。
だ
っ
て
、
も
し
私
が
亜
也
ち
ゃ
ん

の
立
場
だ
っ
た
ら
た
だ
ボ
ー
ッ
と
し
て

生
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
亜
也

ち
ゃ
ん
は
手
が
痛
く
て
も
生
き
る
た
め

に
日
記
を
書
き
続
け
て
い
る
の
で
す
。

な
ん
て
強
い
心
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
「
病
気
」
今
ま
で
そ
ん
な
に
怖
い
も

の
だ
と
考
え
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
本
当
の
怖
さ
を
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
ど
う
し
て
何
も
罪
の
な
い
人

が
病
気
で
苦
し
め
ら
れ
な
い
と
い
け
な

い
の
か
…
本
当
に
病
気
の
恐
ろ
し
さ
を

知
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
歩
い
た
り
、
話
し
た
り
、

字
を
書
く
の
は
、
ご
く
普
通
な
事
で

す
。
で
も
、病
気
の
方
々
に
と
っ
て
は
、

私
た
ち
が
普
段
し
て
い
る
事
一
つ
一
つ

が
「
夢
」
な
ん
だ
、
と
い
う
事
が
分
か

り
ま
し
た
。
だ
か
ら
今
、
私
が
こ
う
し

て
作
文
を
書
け
る
、
と
い
う
事
は
、
す

ご
く
素
晴
ら
し
い
事
な
ん
だ
と
思
い
ま

す
。

　

こ
の
本
を
読
ん
だ
後
、
今
ま
で
は
ご

く
普
通
だ
っ
た
の
に
、
世
界
が
変
わ
っ

て
見
え
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
病
気
で
苦
し
ん
で
い
る

人
々
に
出
来
る
事
、
そ
れ
は
「
一
秒
一

秒
を
大
切
に
生
き
る
」
と
い
う
事
だ
と

思
い
ま
す
。
一
つ
一
つ
の
命
を
大
事
に

し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
な

あ
、
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
将
来
、
看
護
師
さ
ん
に
な
ろ
う

と
思
い
ま
す
。看
護
師
さ
ん
に
な
っ
て
、

「
１
リ
ッ
ト
ル
の
涙
」
を
患
者
さ
ん
に

読
ん
で
あ
げ
て
、
命
の
大
切
さ
を
教
え

て
あ
げ
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

一
人
一
人
の
患
者
さ
ん
に
、「
生
き

る
希
望
」
を
あ
た
え
ら
れ
る
立
派
な
看

護
師
に
な
り
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
い
つ
ま
で
も
夢
を
持
ち
つ

づ
け
て
、
が
ん
ば
っ
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。

人権作文
〈心の窓〉

fi le.168

「1リットルの涙」

児　童　書

もりのなか
マリー・ホール・エッツ　文・絵
まさきるりこ訳　福音館書店

　
　
　
　
　
　
　

　「ぼくは かみのぼうしをかぶり 
あたらしいらっぱをもって もり
へさんぽにでかけました らいお
んはひるねをしていましたが か
みをとかし ぞうの子はセーター
をきて…」いろんな動物が「ぼく」
の散歩について森の中を行進しま
す。皆でアイスクリームやお菓子
を食べ、はんかちおとしをします。
かくれんぼうをしたら、みんな消
えて、かわりにお父さんがいまし
た。
　絵は白と黒で描かれ、行進する
動物たちは愉快で素朴で、不思議
な静けさも感じられます。
　言葉は簡潔で暖かく、詩のよう
に美しいと思います。子どもが「ぼ
く」と動物たちと一緒に、想像の
世界で遊べる第一級の絵本と思い
ます。

かたの子ども文庫連絡会　宮尾しづか

図書だより

2 中 2 年

岡
おか
まりえさん

問い合わせ
倉治図書館（℡   891・1825）、青年の家図書室（℡   893・4881）

一　般　書
ずら～りキンギョ
　松橋利光　アリス館
あがりめさがりめ
　ましませつこ　こぐま社
みつばち
　丘修三　くもん出版
三人だけの山村留学
　中山聖子　学習研究社
樹液をめぐる昆虫たち
　矢島稔　偕成社
わたしのねこちゃん
　かんなりまさこ　福音館書店
びゅーん！こがらし一ごう
　長崎夏海　ポプラ社

ごはん大好き！子どもに人気のホカホカごはん
　食べもの文化編集部　芽ばえ社
ほな! ! ぼちぼちいこか大阪弁
　前垣和義　すばる舎
野菜が主役
　根本きこ　講談社
魔法の快眠術
　佐藤富雄　東洋経済新報社
バランスボールビューティ
　益子直美　マガジンハウス
わかったつもり
　西林克彦　光文社
上司より先に帰ったらダメですか？
　前川タカオ　ダイヤモンド社
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９
月
30
日
（
金
）、
第
三
中
学

校
（
山
口
衞
校
長
、
全
校
生
徒

５
７
４
人
）で
体
育
祭
が
開
か
れ
、

保
護
者
ら
が
見
守
る
な
か
21
種
目

の
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
の
自
主
性
を
大
切
に
す
る

同
校
で
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時

間
で
約
10
時
間
を
組
み
、
体
育
祭

を
生
徒
た
ち
自
ら
が
演
出
・
運
営

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
１
・
２
・
３
年
生

の
異
な
る
年
齢
で
構
成
さ
れ
た
、

水
色
・
黄
色
・
ピ
ン
ク
色
の
３
ブ

ロ
ッ
ク
が
、
個
人
・
団
体
競
技
や

ブ
ロ
ッ
ク
ア
ピ
ー
ル（
集
団
演
舞
）

を
競
う
の
が
３
中
の
特
色
で
す
。

　

体
育
祭
の
企
画
は
、
生
徒
会
執

行
部
の
年
間
計
画
の
中
で
提
案
、

学
級
討
議
し
て
５
月
の
生
徒
総
会

で
決
定
し
ま
す
。
６
月
に
は
、
各

学
級
が
所
属
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
割
り

が
行
わ
れ
、
以
降
は
、
１
・
２
・
３

年
生
で
構
成
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
単

位
で
活
動
し
、
各
学
級
で
ブ
ロ
ッ

ク
ア
ピ
ー
ル
に
出
場
す
る
代
表
が

顔
を
そ
ろ
え
ま
す
。

　

夏
休
み
に
３
年
生
の
ブ
ロ
ッ
ク

代
表
が
、
ブ
ロ
ッ
ク
ア
ピ
ー
ル
の

演
出
を
企
画
し
ま
す
。

　

こ
の
企
画
が
、
３
年
生
か
ら

１
・
２
年
生
に
伝
え
ら
れ
、
全
学

年
に
よ
る
大
演
舞
に
む
け
て
の
練

習
が
始
ま
り
、放
課
後
の
同
校
は
、

振
り
付
け
の
練
習
で
盛
り
上
が
り

は
じ
め
ま
す
。

　
「
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
か
」

と
尋
ね
る
と
、
３
年
生
の
男
子
生

徒
は
「
責
任
の
重
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
。
練
習
を
す
る
た
び
に
伝
統

を
下
級
生
に
伝
え
た
い
と
い
う
思

い
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
」
と
、

日
焼
け
し
た
笑
顔
で
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。　

　

晴
れ
舞
台
は
快
晴
、
太
鼓
の

響
き
や
、「
ヤ
ー
レ
ン
ソ
ー
ラ
ン
」

と
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
音
頭
に
合
わ

せ
、
は
ち
ま
き
姿
の
生
徒
た
ち
が

登
場
す
る
と
体
育
祭
は
最
高
潮
。

　

南
中
ソ
ー
ラ
ン
や
沖
縄
民
謡
、

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
を
ア
レ
ン
ジ

し
た
気
迫
に
満
ち
た
大
演
舞
は
、

観
客
を
魅
了
し
盛
ん
な
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

　

山
口
校
長
は
「
一
つ
の
目
的
の

た
め
に
１
・
２
・
３
年
生
が
、
話
し

合
い
、
伝
え
合
い
、
理
解
し
合
う

こ
と
で
、
仲
間
づ
く
り
や
人
と
の

つ
な
が
り
を
学
び
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
大
切
さ
や
思
い
や
り
の
心
を

養
い
、
自
分
自
身
を
高
め
る
た
め

の
経
験
の
場
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
、何
よ
り
う
れ
し
く
思
い
ま
す
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。　
　
　

　

手
づ
く
り
の
得
点
掲
示
板
の
横

に
あ
る「
達
成
感
＝と

は

努
力
＋と

青
春
」

と
書
か
れ
た
パ
ネ
ル
が
、
誇
ら
し

げ
に
み
ん
な
の
気
持
ち
を
代
弁
し

て
い
ま
し
た
。

学
校

Topi
cs

トピ
ック

ス

第
三
中
学
校

手
づ
く
り
の
体
育
祭

「達成感＝努力＋青春」

と書かれたパネル

太鼓の音と音楽に合わせて

息のあったブロックアピール
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法律相談=市民に限る=（弁護士）
　 毎週月曜・木曜日14時～16時、市役所別館、定員4人
（予約制）
夜間法律相談＝市民に限る＝（弁護士）
　24日（木）18時～21時、市役所別館、定員6人（予約制）
　 【法律相談、夜間法律相談の予約は相談日の1週間前
（休日の場合はその翌日）の9時30分から電話で広聴
広報課（℡ 892・0121）】
登記相談（司法書士・土地家屋調査士）
　9日（水）13時～15時、市役所別館
行政相談（総務省行政相談委員）
　12日（土）ゆうゆうセンター
　18日（金）市役所別館
　いずれも13時～16時
年金なんでも相談（社会保険労務士）
　 22日（火）13時～16時、市役所別館
※問い合わせ　広聴広報課（℡ 892・0121）

心身障害者福祉相談（身体・知的障害者相談員）
　 第1・3水曜日、13時～16時、ゆうゆうセンター
身体障害者・知的障害者・精神障害者でんわ相談
　（社会福祉士、精神保健福祉士）
　 毎日9時～ 12時と13時～ 17時30分、障害福祉係
でんわ高齢者福祉相談（保健師、看護師、社会福祉士）
　 毎日9時～12時と13時～17時30分、ゆうゆうセン
ター内基幹型在宅介護支援センター（℡ 894・3325）

知的障害児（者）相談支援センター「てら、サポ」（社会福祉士）
　毎週月・金曜日10時～16時、ゆうゆうセンター
精神障害者地域生活相談センター「みのり」（精神保健福祉士）
　毎週水曜日10時～16時、ゆうゆうセンター
障害者相談支援センター「かたの」（ピアカウンセラー）
　 毎週火・木曜日10時～16時、ゆうゆうセンター
※ 問い合わせ　福祉サービス課（℡ 893・6400　℻ 891・6241）
健康相談（保健師・看護師・栄養士）
　4日（金）と18日（金）13時30分～15時、青年の家
　8日（火）と22日（火）10時～11時30分、ゆうゆうセンター
でんわ健康相談（保健師・栄養士）
　 毎日9時～12時15分と13時～17時30分（℡ 893・6405）
※問い合わせ　健康増進課（℡ 893・6405）
母子相談（母子自立支援員）
　 毎週金曜日9時～12時と13時～17時30分、ゆうゆ
うセンター　事前に連絡してください。

※問い合わせ　社会福祉課（℡ 893・6400）

消費者相談（消費生活専門相談員）
　 毎日9時30分～正午と13時～16時、市役所本館2階
（℡891・5003）
就労支援相談（就労支援コーディネーター）
　 毎週月曜日13時～16時と水曜・金曜日10時～
12時と13時～16時、市役所本館2階（℡ 892・
0121）

※問い合わせ　商工観光課（℡892・0121）
心配ごと相談（民生児童委員）
　 毎週水曜日14時～16時、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉協議会（℡893・6400）
園芸相談（農とみどり課職員）
　第3木曜日13時～16時、市役所別館
※問い合わせ　農とみどり課（℡892・0121）

女性相談（女性相談員）
　 10日（木）10時～12時30分、市役所別館、定員3人（予
約制）、予約は電話で人権政策室（℡ 892・0121）
人権相談（人権擁護委員）
　17日（木）14時～16時30分、ゆうゆうセンター 2階
人権相談（人権相談員）
　 毎日10時～12時と13時～16時、市役所本館２階
※問い合わせ　人権政策室（℡ 892・0121）教育相談（教育相談員）

　 毎日10時～16時、長宝寺小学校内教育センター
※問い合わせ　教育センター（℡ 892・8203）
進路選択支援相談（進路選択支援相談員）
　毎週木曜日13時～19時、青年の家学務課
※問い合わせ　学務課（℡810・0522）
こども相談（家庭児童相談員）
　 毎日10時～17時30分、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉課（℡ 893・6400）
育児相談（主任保育士・園長）
　毎週火・水・木曜日13時～15時、倉治保育園
※問い合わせ　倉治保育園（℡ 891・1116）

資源ごみ　月 1回
　ごみはきっちり分別し、決められた日の午前 8時 45 分
　までに各ステーションへ出してください。
空缶・空ビン・
ナベ・乾電池など 　 収 集 地 区 　

新聞紙・雑誌・
段ボールなど

11 月  2 日
（第 1水曜）

私部・私部南・私部西・青山・
向井田・私市・私市山手

11 月 9 日
（第 2水曜）

11 月  9 日
（第 2水曜）

星田・星田北・星田西・南星台・
妙見坂・妙見東・星田山手

11 月 16 日
（第 3水曜）

11 月 16 日
（第 3水曜）

幾野・倉治・東倉治・神宮寺・寺・
寺南野・森北・森南・傍示

11 月 23 日
（第 4水曜）

11 月 23 日
（第 4水曜）

郡津・梅が枝・天野が原町・
藤が尾・松塚

11 月  2 日
（第 1水曜）

11 月のごみ収集日
問い合わせ
　粗大ごみ予約受付センター（℡891・5

ご

3
み

7
な

4
し

　午前 9時～午後4時）
　環境事業所（℡ 892・2471）

普通ごみ（生ごみなどの可燃ごみ）週 2回
　ごみは決められた日の午前 8時 45 分までに各
　普通ごみステーションへ出してください。

曜日 　 収 集 地 区 　

月
・
木

倉治・東倉治・神宮寺・郡津・森北・森南（私
市の一部を含む）・幾野・天野が原町・青山・向
井田・行殿・浜の池・梅が枝・松塚・寺・寺南野・
私部西・駅前住宅（私部長砂町を含む）

火
・
金

私部・私部南・南星台・星田山手・星田・妙見坂・
星田北・星田西・藤が尾・私市・私市山手・妙
見東

可燃粗大ごみ（＝燃える粗大ごみ・1か月 4点以内）、不燃粗大ごみ（＝燃えない粗大ごみ・1か月 4点以内）は
粗大ごみ予約受付センターへ申し込みが必要です。（詳しくは「家庭ごみの出し方マニュアル」をご参照ください。）

法　

律
・
行　

政

子
育
て
・
教　

育

人　

権

暮　

ら　

し

健　

康
・
福　

祉

11 月の相談室
※いずれも土曜（行政相談を除く）・日曜日と休日を除きます。

でんわ育児相談（園長補佐・主任保育士）
　毎週水曜日　あまだのみや幼児園（℡ 892・1351）
　毎週木曜日　あさひ幼児園（℡ 892・0206）
　毎週金曜日　くらやま幼児園（℡ 892・8433）
　いずれも13時～15時
※問い合わせ　各幼児園
子育て支援センター「いちばんぼし　くらぶ」（保育士）
　 来所＝毎週火・水・木曜日13時～16時、電話＝毎日9時～
17時、子育て支援センター（星田3－10－8　星田保育園内）

※問い合わせ　子育て支援センター（℡891・1793）
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［問］＝問い合わせ　［申］＝申し込み　℡  ＝電話番号　℻  ＝ファクス番号 の略です

みんなのページ

　ハイキング ●●●

ママさんバレーボール「パープル」
　毎週土曜日、交野小体育館。
第１水曜日、いきいきランド交野。
いずれも午後1時30分～。寝て
いるバレー好きなあなた、パープ
ルと一緒に楽しみませんか。月会
費1,000円。［申・問］沖野さん（℡  
892・7960  午後7時以降）

ママさんバレーボール「さくら」
　毎月第1・2・4木曜日午後7
時～ 9時、星田西体育施設。熟
年チームです。年配の人どうぞ。
指導者も同時に募集します。入
会費無料。月会費1,000円。［申・
問］山添さん（℡   090・1719・
5008）

インディアカチームシューティングスター
　毎月第 1・2・4 日曜日午前
9時～正午、星田小（男女混合）。
第 1・2・4 金曜日午後 2時～
5時、いきいきランド交野（女
子）。男女は問いません。月会
費 1,000 円。［申・問］吉川さ
ん（℡   893・8706）か、今泉
さん（℡   893・7261）

家庭料理会員募集
　毎月 1回木曜日（11 月 17
日～）・土曜日（11月19日～）
いずれも午前9時～、ゆうゆう
センター。健康・安全・栄養・
経済を考えた料理。講師は調理
師・パン製造2級技能士の山田
和子さん。入会金2,000円、月
会費 3,500 円。［申・問］横山
さん（℡   090・3999・5973）

民謡・新舞踊
　毎週月曜日（月 4 回）午後
1時～ 4時、星田駅裏集会所。
月会費 4,000 円（場所代別）。
無料体験あり。指導は大阪市文
の里民踊会の森睦子さん。［申・
問］森さん（℡   892・2239）

おもちゃライブラリー・アリス
　毎月第1・2・4木曜日午後2

  善　　意　●●●

時～ 4時、毎週水曜日午前 10
時 40分～正午、こどもゆうゆ
うセンター。子どもとママのオ
アシス「おもちゃ図書館」のボ
ランティア仲間を募集、月1回
でもＯＫ。［申・問］ボランティ
アセンター（℡   894・3737）

ソフトバレーボールさくら
　毎月第1・2日曜日、交野小。
第3・4土曜日、岩船小。いずれ
も午後2～5時。一緒に楽しく
練習しませんか、初心者や見学も
歓迎。対象は成人男女。月会費
1,000円。［申・問］石川さん（℡  
892・6816）か、直接会場

エンジョイ・ストレッチング
　毎週月曜日午前 10時～（約
50分間）、いきいきランド交野。
女性を対象としたストレッチ体
操。指導は古川はじめさん。月
会費 2,000 円。［申・問］ジャ
ズダンス同好会の原田さん（℡  
891・8937）

プリザーブドフラワー体験会
　毎月第 2 木曜日（1 回目は
12 月 8 日）午前 10 時 30 分
～正午、ゆうゆうセンター。ク
リスマスやインテリアのアレン
ジを楽しみませんか。月会費
500 円（1 回の材料費 2,500
円～）［申・問］井上さん（℡  ・
℻   893・2044）

ボランティア　地域で国際親善
　毎月第 3日曜日午後２時～ 4
時 30 分、ゆうゆうセンター調
理室。料理会・踊り・お話。今
月は「アフリカ編」。［申・問］
交野発国際親善の輪　長谷川
さん（℡   090・9868・7486）
か香川さん（e-mail：maki-gen 
ki.waowao ＠ ezweb.ne.jp）

手作りパンとお菓子、パンにあう料理
　11 月 24 日（木）午前 9 時
～正午、ゆうゆうセンター調理
室。月 1回。入会金 2,000 円。
会費 2,000 円＋実費雑費。健

康で安全なパン作り、素材、栄
養についても勉強します。講師
は山田さん。［問］山田さん（℡  
090・3999・5973）

アンサンブル・ポピー
　毎週木曜日午前10時～正午、
青年の家302号室。唱歌・童謡
など基礎を学びつつ、楽しく歌
う（音符を読めなくても可）。講
師は野田房子さん。入会金1,000
円。月会費2,500円。［申・問］
上久保さん（℡   892・7037）

  募　　集　●●●

焼杉山～天ケ岳
　11 月 13 日（日）午前 7 時
30 分、京阪京橋駅集合。大原
－焼杉山－天ケ岳－龍王岳－
貴船口。成人向約 12㌔。定員
10人。参加費 300 円。年会費
6,000 円。入会金 700 円。主
催は初心山の会。［申・問］岩
本さん（℡   892・0167）

東山もみじ散策
　11 月 26 日（土）午前 8 時
30分、交野市駅集合。雨天中止。
枚方市－東福寺－泉涌寺－今熊
野観音寺－清水寺－円山公園－
四条駅。一般向 8 ㌔。交通費
720 円。参加費 200 円。［問］
鶴園さん（℡   891・6002）

ポンポン山
　12月3日（土）午前7時50分、
交野市駅集合。雨天中止。枚方
市－JR高槻駅－ポンポン山－本
山寺－神峰山寺－高槻。一般向9
㌔。交通費1,700円。参加費200円。
［問］鶴園さん（℡   891・6002）

　交野市社会福祉協議会の善意
銀行に、預託していただきました。

▽ 松塚の岡本功さんから2万円

▽ 私部の川東義男さんからチ
ャリティー野菜感謝代 3万
4,817円（指定預託で盲導犬
育成事業と子どもゆうゆうセ
ンター残りを善意銀行へ）
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子育コーチングワークショップ
　11月 20 日（日）午後 1時
～4時30分、ゆうゆうセンター
2階体験学習室。「コーチング」
を子育てに活かして子どもの可
能性を引き出す－コーチング入
門編。参加費1,000円。［申・問］
池田さん（℡   894・2672）

交野ギター・マンドリン演奏会
　11月 20 日（日）午後 1時
30分（開演）～、星の里いわふね。
第21回定期演奏会。海の組曲、
序曲第2番、なつメロほか。ゲ
スト出演に広島ヴィタリチオマ
ンドリーノ。入場無料。［問］大
原さん（℡  ・℻   893・2164）

講演会「食はいのち」
　11月 20日（日）午前10時
～正午、ゆうゆうセンター体験
学習室。食育についての講演会。
講師は京都大学生協管理栄養士
の友藤弘子さん。参加費無料。
保育あり（申し込み要）。主催は
交野母親大会実行委員会。［申・
問］玉井さん（℡   891・1686）

クイズと飲茶「セネガル編」
　11 月 20 日（日）午後 2 時
～4時30分、ゆうゆうセンター
調理室。交野とのつながりをク
イズで。各種飲み物飲み放題。
参加費 500 円。［申・問］11
月 15 日（火）までに交野発国
際親善の輪（℡   090・9602・
0613 午後 6時以降）

第 3回桜ふれ愛コンサート
　11月20日（日）午後１時～3
時30分、ゆうゆうセンター多目
的ホール。和太鼓・少年少女合
唱団・チアリーディング・桜療法
室メンバー演奏。協力券500円
（当日は700円）。主催はNPO法
人おおさか音楽療法桜。［申・問］
戎屋さん（℡  ・℻   894・0489）

ビーズでクリスマス小物を作ろう！
　11月 20日（日）・24日（木）・
12 月 4日（日）各日とも午後

でに同会の大坪さんか平田さん
（℡  ・℻   893・9573）

ジョイント・コンサート
　11月27日（日）午後2時（開
演）～、ゆうゆうセンター4階
多目的ホール。交野演奏家クラ
ブ「音夢の会」と男声コーラス「ア
ンサンブル彦星」のジョイント・
コンサート。入場無料。［問］古
澤さん（℡   892・7391）か、前
田さん（℡   090・2282・0054）

ストーリーテリング研修会
　11月29日（火）午前10時～、
青年の家 202 号室。子どもに
語る「おはなし」を覚えて発表
し、批評しあいます。大人向け。
聞くだけの人も歓迎。講師は大
谷朝さん。参加費無料。保育あ
り（2 歳以上 1 人 500 円で申
し込みが必要）［申・問］木曽
さん（℡   892・1433）

第 35回連盟杯卓球大会
　12月4日（日）午前9時～午
後5時、いきいきランド交野メイ
ンアリーナ。混合Ｗ・男女S・中
学男女S。参加費1種目1人一
般1,000円、会員800円、中学
生200円。対象は市内在住・在
勤の人。［申・問］11月24日（木）
までに山下さん（℡   892・0389）

交野女声合唱団第19回定期演奏会
　12月4日（日）午後１時 30
分（開演）、星の里いわふねホール。
入場料は大人500円、小中学生
250円。当日券もあり。コーラス
と音楽劇の冬のおくりもの。［申・
問］米田さん（℡   854・6757）

音楽の花束コンサート　Vol.5
　12月 11日（日）午後 2時（開
演）、ゆうゆうセンター。協力
金 500 円。フルート・チェロ
などや、ハンドベル・コーラス
の演奏でひと足早いクリスマス
気分を。主催は交野演奏家クラ
ブ「音夢の会」。［問］前田さん
（℡   090・2282・ 0054）

1時30分～、ゆうゆうセンター
内。ビーズを使ってクリスマス
小物を作ってみませんか？初心
者の人でも大丈夫です。［申・問］
山田さん（℡   891・0558）

あいあい健康講座「転倒予防～ころば
ないための生活術を学びましょう～」
　11 月 24 日（木）午後 1 時
30分～3時、ゆうゆうセンター
3階団体共用ルーム。定員は先
着 30人。参加費は無料。持ち
物は筆記用具。［申・問］市在
宅介護支援センター逢々館かた
の（℡   895・1771　月～金の
午前 9 時～午後 5 時、氏名・
住所・電話番号を伝えてくださ
い）

フリーマーケット
　11月 26日（土）午前 10時
～午後 2時、松塚公園。衣類・
小物などを販売。出店者も募集
（参加費は 500 円）。主催は作
業所クローバー。［申・問］上
野さん（℡   894・4822）

車いす社交ダンスインストラクター養成講座
　11月 26 日（土）午前 9 時
30分～午後4時 30分、ゆうゆ
うセンター多目的ホール。定員
20 人。受講料 3,000円（資料
代ほか）。主催はNPO法人車椅
子レクダンス普及会交野支部。
［問］窪田さん（℡   892・8859）

ウェルネス絵手紙教室
　11月26日（土）午後1時30
分～3時。交野郵便局2階会議
室。参加費500円（材料費など）。
定員25人（先着順）。主催はウェ
ルネス啓発センター。［申・問］
𠮷田さん（℡   891・2370）

秋のおもしろウオークラリー
　11月27日（日）午前10時～、
私市駅前集合。優秀チームには
豪華賞品あり！参加費 300 円
（弁当代）。主催は交野心の病と
共に生きる市民の会（TEAM）
［申・問］11 月 18 日 ( 金）ま
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人口と火災・救急
9 月末の市の人口（前月比）

　人　口　79,243 人　（－ 450）
　　男　　38,774 人　（－ 376）
　　女　　40,469 人　（－  74）
　世帯数　29,398      （－ 377）

9 月の火災と救急
火災   1 件 　　救急　200件

※ 毎月 1日の正午、点検のため消
防サイレンを鳴らします。

　心ない人が捨てていく不用品。
紅葉を控えた山が泣いています。
　なぜ？どうして？思わず悔し
さが込み上げてきます。
　すがすがしい気持ちで、山歩
き、ハイキングを楽しみたいの
です。いつまでも、この大切な
自然をみんなで守っていかねば
なりません。（さ）

1中吹奏楽部第 3回定期演奏会
　11 月 5 日（土）午後 1 時
30 分（開場）～４時 30 分、
寝屋川市民会館大ホール（寝屋
川市秦町 41 － 1）。オリエン
ト急行などを演奏。定員1,300
人。入場無料。［問］1 中教諭
の福井さん（℡   891・1237）

交野市茶華道協会
　11 月 6 日（日）午前 10 時
～正午、武道館。文化祭中にお
花を生ける楽しさを体験。対象
は小・中学生。定員 25人。講
師は交野市茶華道協会の師範、
教授者。会費 200 円。［問］合
田さん（℡   891・6977）

初めてのコンサート
　11 月 9 日（水）午前 10 時
～正午、ゆうゆうセンター多目
的ホール。「心の唄を歌う会」
の初めてのコンサート。みな
さんで一緒に歌いましょうコー
ナーもあります。入場無料。［問］
宮本さん（℡   892・4621）

フリートーキング
　11月 10日（木）午前 10時
～正午、いきいきランド交野会
議室。知的障害者（児）が地域
で生きていくにはどうしたらい
いのか話し合う。参加費 200
円。主催はびぃーぶる。［申］
当日会場［問］大町さん（℡  
891・0056）

ガジェットコンサート
　11月 12 日（土）午後 2 時
30 分～と 6 時 30 分～、いき
いきランド交野会議室。ギター・
ハーモニカ・ウオッシュボード・
コントラバスの楽しいコンサー
ト。参加券（4歳以上）1,000円、
親子ペア券 1,500 円。［申］交
野おやこ劇場（℡   893・4960、
月・水・金曜日午前 10時～午
後2時）

里山保全　体験活動
　11 月 13 日（日）午前 9
時～午後 5時（途中退席有）、
倉治源氏の滝上の広場。竹や
植木の間伐・ドングリ苗移植・
竹細工づくり・竹炭焼きです。
参加費無料。［申・問］都市
近郊の森を育てる会の山本さ
ん（℡   893・1716）

家事と家計の講習会
　11 月 17 日（木）午前 10
時～正午、ゆうゆうセンター
2 階。私たちにできる省エ
ネ、バランスのよい食事など
に、わが家の食費の予算を一
緒に立てましょう。持ち物は
筆記用具、電卓。会費 400
円。託児（200円・軽食付要
予約）。［申・問］久保田さん
（℡   892・7515）

交野市愛石同好会第6回水石展
　11 月 19 日（土）・20 日
（日）午前 9時 30 分～午後
5時（20日は午後 3時まで）、
青年の家 1 階ロビー。山・
川・海でみつけた珍しい山水
系の石や紋様石などを台座付
や水盤にすえて美しく飾って
います。［問］板東さん（℡  
893・1023）

第 3バザー
　11 月 19 日（土）午前 10
時～午後 4 時。クローバー
作業所。衣類、陶器、小物な
どを販売します。ぜひお越し
ください。［問］上野さん（℡  
894・4822）

「妙見秋色」お茶会の集い
　11 月 19 日（土）午前 10
時～午後 3 時、星田妙見宮
境内。雨天中止。琴の演奏
と野点。参加費 300 円（お
茶菓子代）。主催は交野の自
然を楽しむ会。［申］当日直
接会場［問］同会事務局の
米山さん（℡   06・6905・
4829）

(31)17.11.01
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　今年も９月末から10月にかけて、運動会
シーズンがやってきました。
　市内の小・中学校でも運動会や体育祭が行わ
れ、楽しそうに競技をする児童・生徒や、それを
見守る保護者たちの姿が見られました。

窪
く ぼ た

田  怜
れ い な

奈です
平成15年2月14日生（写真右）

　　  大
だ い き

樹です　　
平成17年1月  7日生（写真左）

「やんちゃな２人だけど
とっても仲良しな姉弟です！」

（東倉治）

太
お お た

田  真
ま こ

湖です　　　　　　　
平成14年11月3日生

「4月に交野市へ引っ越してきました。
みなさん、よろしくね。」

（天野が原町）


